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第１章 はじめに 

 筆者は安美錦竜児として約 23 年間力士を務め、2019 年の引退後は年寄安治川として後

進の指導にあたっている。今後は「安治川部屋」を経営する部屋持ち親方になる予定であ

る。親方として相撲部屋を部屋経営するにあたり、親方、弟子、行司、呼出しなど協会が

定めた人たちで構成されているが、それ以外に「おかみさん」がいる。「おかみさんは弟

子の育成業務で重要な役割を担うが、相撲協会員ではないため、協会の規律の外の存在」

（大相撲継承発展を考える有識者会議提言書, 令和 3 年 4 月）であるが、横綱大関の昇進

時に行なわれる伝達式では同席が求められる唯一無二の欠かせない存在である。「おかみ

さん」は親方の妻が務め、昭和以前より相撲部屋を裏方として支える存在と言われている

が、部屋によって仕事内容が異なり、役割についての情報は十分に見られない。 

 

第１節 大相撲と日本相撲協会 

 本研究を行うにあたり、大相撲における公益財団法人日本相撲協会（以下、日本相撲協

会とする）、親方の役目、相撲部屋設立、力士、おかみさんについてまとめた。 

 

第１項 日本相撲協会 

 日本相撲協会は「この法人は太古より五穀豊穣を祈り執り行われた神事（祭事）を起源

とし、我が国固有の国技である相撲道の伝統と秩序を維持し継承発展させるために、本場

所及び巡業の開催、これを担う人材の育成、相撲道の指導・普及、相撲記録の保存及び活

用、国際親善を行うと共に、これらに必要な施設を維持、管理運営し、もって相撲文化の

振興と国民の心身の向上に寄与することを目的とする。」と定款第３条の目的に明記され

ている通り、相撲の伝統と継承のために本場所の開催、力士の育成、相撲の普及、管理運

営などを行う組織である。 

日本相撲協会には、年寄、力士、行司、呼出、床山、若者頭、世話人が所属している。

2022 年 1 月場所では、年寄（親方 105名）、力士（634名）、行司（44名）、呼出（45

名）、床山（47名）、若者頭（8名）、世話人（8名）の合計 891名となっており、全員が日

本相撲協会の協会員でもある(表 1)。この他に一般職員も在籍しており、運営の一部は一般

職員が行なっている。 
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表 1 日本相撲協会会員数 

  

 

第２項 日本相撲協会の運営と事業 

日本相撲協会の運営と事業内容は、定款第４条に示されている９つの分野がある（表

2）。この中で部屋の運営維持については、(2)において日本相撲協会に所属する力士・行

司・呼出し・床山を養成することを目的としており、定款第 46 条で「この法人は、相撲

道を師資相伝するため、相撲部屋を運営する者及び他の者のうち、この法人が認める者

に、人材育成業務を委託する。」とある。相撲部屋は日本相撲協会から育成業務を委託さ

れ、相撲部屋に対して「委託業務に関しては規定に定める費用を支払う」と明記されてい

る。 

 

表 2 日本相撲協会の運営と事業内容 

 

第３項 親方 

 相撲部屋は、力士を引退して年寄名跡を襲名継承した者が親方として運営にあたること

ができる。年寄名跡の襲名・継承には一定の基準があり、年寄名跡を取得した力士が引退

後、年寄（親方）になることができる。基準は、表 3 のとおりで、横綱、大関のほか、幕

内在位期間が決まっており、各相撲部屋は力士を養成する場として、協会に登録された力

協会員 年寄 力士 行司 呼出 床山 若者頭 世話人

人数 105 634 44 45 47 8 8

項目

(1) 本場所及び巡業の開催

(2) 相撲道の伝統と秩序を維持するために必要な人材の育成

(3) 相撲教習所の維持、管理運営

(4) 青少年、学生等に対する相撲道の指導普及

(5) 相撲記録の保存及び活用

(6) 国技館の維持、管理運営

(7) 相撲博物館の維持、管理運営

(8) 相撲診療所の維持、管理運営

(9) その他この法人の目的を達成するために必要な事業
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士を指導養成する。また、入門する力士志望者、および一般の希望者を指導する。（日本

相撲協会ホームページより） 

 現在、親方の人数は 105 人。相撲部屋を経営する部屋持ち親方は 42 人で、各部屋に所

属して指導する部屋付き親方が 63 人である。42 ある相撲部屋の中で、相撲部屋を継承し

た部屋が 22 部屋、独立して新設した部屋が 20 部屋ある。 

 

表 3 年寄名跡襲名条件について 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４項 相撲部屋新設条件 

 相撲部屋を新設することができる親方は、表 4 の 3 つの条件のいずれかを満たす必要が

あり、師匠の了承を受けることができたものである。引退後１年以上経過した後に相撲部

屋新設届を協会に提出し、部屋を新設できると定められている（寄附行為施行細則第 51

条）。 

 相撲部屋は日本相撲協会に所属する一組織である。つまり、相撲部屋は人材の育成と普

及を主に行っている。 

 

表 4 相撲部屋新設条件 

 

 

 

 

 

 

1 横綱・大関

2 三役 1場所以上

3 幕内 通算20場所以上

4 幕内・十両 通算30場所以上

年寄名跡襲名条件

1 横綱もしくは大関

2 三役（関脇・小結）通算２５場所以上

3 幕内通算６０場所以上

相撲部屋新設条件
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第５項 現在の相撲部屋と所属力士の人数 

 相撲部屋は一門に所属しなければならない。一門には、出羽海・二所ノ関・時津風・高

砂・伊勢ケ濱の５つある。出羽海一門に 13 部屋 221 人、二所ノ関一門に 15 部屋 192 人、

高砂一門に 4 部屋 84 人、時津風部屋に 5 部屋 73 人、伊勢ケ濱一門に 5 部屋 64 人の力士

がそれぞれ所属している(表 5)。一門によって部屋の数が異なり、部屋の規模にも違いが現

れている。 

 

表 5 各相撲部屋の所属力士の人数 

 25 人以上 20～24 人 19～15 人 14～11 人 10 人以下 

出羽海一門 木瀬部屋 

 

境川部屋 

玉ノ井部屋 

 

春日野部屋 

式秀部屋 

立浪部屋 

出羽海部屋 

武蔵川部屋 

山響部屋 

尾上部屋 

藤島部屋 

二子山部

屋 

 

入間川部屋 

 

二所ノ関一門  高田川部屋 

佐渡ヶ嶽部屋 

 

大嶽部屋 

錣山部屋 

鳴戸部屋 

 

阿武松部屋 

尾車部屋 

芝田山部屋 

田子ノ浦部

屋 

 

片男波部屋 

常磐山部屋 

西岩部屋 

二所ノ関部

屋 

放駒部屋 

湊部屋 

時津風一門   追手風部屋 

時津風部屋 

陸奥部屋 

荒汐部屋 

伊勢ノ海部

屋 

 

高砂一門 九重部屋 

高砂部屋 

八角部屋 

   錦戸部屋 

 

伊勢ヶ濱一門  伊勢ヶ濱部屋 

 

宮城野部屋 

 

友綱部屋 

 

浅香山部屋 

朝日山部屋 
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第６項 相撲部屋の収入 

 寄付行為施行細則給与・手当等支給規則によると、相撲部屋は日本相撲協会から支給さ

れる 3種類の補助金によって運営されている。1 つ目は「力士養成費」である。力士養成

費は幕内以下の力士 1 人につき 7万円/1ヶ月支払われる。2 つ目は、「稽古場経費」であ

る。1 場所ごとに力士 1 人につき 5.5万円支払われる。3 つ目は、「相撲部屋維持費」であ

る。1 場所ごとに力士 1 人につき 11.5万円支払われる。3 つの補助金を合計すると、相撲

部屋は力士 1 人につき年間 180万円の補助金を得ている。 

 加えて、十両以上の関取がいる部屋には 1 場所ごとに「養成奨励金」が支払われる。横

綱が 30万円、十両が 3万円となっている。関取が多い部屋ほど補助金が多く支払われ

る。 

 さらに、日本相撲協会からの補助金に加え、相撲部屋は後援会からサポートを受ける。

各部屋で後援会の規模は異なっているが、相撲部屋を運営する上での大切な資金となる。 

 

第７項 力士の給料 

 寄付行為施行細則給与・手当等支給規則によると、十両以上の力士には、毎月給料が支

払われる。横綱は月額 300万円、大関は月額 250万円、関脇・小結の三役が月額 180万

円、幕内が月額 140万円、十両が月額 110万円となっている。 

 幕内以下の力士は、力士養成員と呼ばれている。力士養成員である幕下、三段目、序二

段、序ノ口の力士達には給料が支払われない。年に 6回開催される本場所ごとに場所手当

が支給される。1 場所ごとに、幕下は 16.5万円、三段目は 11万円、序二段は 8.8万円、序

ノ口は 7.7万円となっている。 

 十両以上の力士は給料以外に持ち給金と呼ばれる「力士褒賞金」が支払われる。「力士

褒賞金」は場所ごとに支払われ、本場所の成績及び実績によって賞金が変わっていく。さ

らに、関取は給料とは別に年 2回ボーナスをもらうことになっている。十両以上の力士や

幕内以下の力士が受け取れるその他の収入として、優勝賞金、後援会からのご祝儀、殊勲

賞、敢闘賞、技能賞、懸賞金が挙げられる。幕内優勝をすると、1000万円の優勝賞金を受

け取れる。本場所で活躍すると殊勲賞、敢闘賞、技能賞の三賞を受賞される。三賞の賞金

は 200万円となっている。幕内の取り組みで懸けられる懸賞金は 1 本 7万円となってお

り、懸賞がかけられるほど受け取れる金額が大きくなる。さらに、平幕力士が横綱から勝



6 
 

利を挙げることで金星が付き、金星 1 つにつき 4万円が場所ごとに支給され、現役引退す

るまで支払われる。 

 

表 6 階級ごとの給料 

格付け 給料(月額) 給料(年額) 場所手当(1 場所) 

関取 
幕内 

横綱 300 万円 3600 万円 - 

大関 250 万円 3000 万円 - 

関脇 180 万円 2160 万円 - 

小結 180 万円 2160 万円 - 

前頭 140 万円 1680 万円 - 

十両 110 万円 1320 万円 - 

力士 

養成員 

幕下 - - 16.5 万円 

三段目 - - 11 万円 

序二段 - - 8.8 万円 

序ノ口 - - 7.7 万円 

番付外 - - - 

 

第２節 おかみさん 

第１項 おかみさんの起源 

 江戸東京博物館（東京・墨田区）の北原進さんは、古くから「おかみ」といえば天皇や

政府を示す言葉であったが、庶民生活に商売が根付いた江戸時代から「おかみさん」とし

て使われ始めたと述べていた(梅田, 1999)。当時の女性は政治的地位が低いものの、都市で

も農村でも家業の大事な働き手であったため、社会的地位は高かった。「いわば共働き

で、稼ぎも妻がガッチリ管理していたから夫も頭が上がらない部分があり（笑い）、特別

偉い人の呼称である“おかみ”に“さん”を付けて、冷やかしで呼ばれるようになったのが始

まりでしょう」と述べている。 
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第２項 相撲部屋のおかみさん 

 相撲界では、相撲部屋を持っている部屋持ち親方の妻がおかみさんと呼ばれている。

2021 年 12 月現在、相撲部屋は 42 部屋ある。42 部屋のうち、おかみさんがいる部屋は 38

部屋ある。おかみさんについては、日本相撲協会の規定で絶対に設けなければならないわ

けではなく、不在の部屋が 4 部屋ある。 

 

第３項 おかみさんの前職 

 2021 年 12 月現在、38 人のおかみさんのうち 3 人は、親方の娘、姪といった相撲部屋関

係者となっており、残りの 35 人は力士との結婚により相撲に関わるようになっていた。 

 

表 7 おかみさんの結婚以前の職業 

 

 

第３節 自分自身の経験を踏まえ、力士からみた相撲部屋のおかみさん 

第１項 親方へのヒアリング 

現役親方 10 人に、現役時代を振り返りおかみさんに感謝していることを聞いたとこ

ろ、優しい声をかけてくれたこと、相談に乗ってくれたこと、体を気遣ってくれたこと、

サポートしてくれたこと、部屋のために頑張ってくれたこと、生活面での気遣いに関する

ことが語られた。 

 

1）会話・気遣い 

優しく声をかけて勇気付けてくれたこと、親方に言えない相談も、おかみさんが聞いて

くれたこと、直接親方に言えないことも、間に入って話を聞いてくれること、相撲が勝っ

職業 人数

元OL（看護師、保母含む） 12人

飲食店勤務　 4人

キャビンアテンダント 2人

アナウンサー 5人

大学（短大）卒業 1人

経営者 3人

その他
8人（プロレスラー、はり美容師、マスコミ勤務、芸人、

ソプラノ歌手、歌手、整形外科医、フラダンサー）
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ても負けても部屋で同じように迎えてくれたこと、勝ち越したときはお祝いで、負け越し

たときは験直しで飲みに連れて行って、どんなときでも気にかけてくれたことといったこ

とが語られた。親方には言いにくいことの相談や間に入ってのコミュニケーション、さら

には勝ち負けに関わらず接してもらえたことがおかみさんとの会話や気遣いで印象に残っ

ていた。 

 

2）サポート・指導 

 力士の体を大切に、健康を一番で考えてくれたこと、治療やサプリメント購入に、おか

みさんが連れて行ってくれた、病気や怪我をしたときのサポートしてくれたこと、病院の

送り迎えや病気の時の食事など作ってくれたこと、後援会の方との付き合い方や人付き合

いなどを教えていただいたこと、親方株を取得して、お金の管理や返済に協力してもら

い、現役中に返済できたことが語られた。 

 

3）部屋・後援会 

 力士の食事や寝る環境を作ってくれ、後援者の方への目配り気配り心配りで関係良好を

部屋のため力士のために築かれていたこと、様々な角界の問題があった時に部屋や力士を

守ってくれたこと、帯状疱疹が出て満身創痍の中、部屋のために自分の体に鞭を打って後

援者の方への挨拶していたこと、師匠が独立する時、妊娠中にもかかわらずトラックを運

転して部屋の荷物を全部運んでくれたことが語られた。 

 

4）生活面 

場所中、妻が体調を崩した時、すぐに家まで駆けつけてくれて、2, 3 日子供を預かって

面倒をみてくれたこと、奥さんと出会わせてくれたこと、お肉や野菜など色々な物をくれ

たこと、スケジュールの管理（協会の取材、イベント等）をしてくれたこと、国内や海外

旅行、宝塚歌劇団など色々なことを経験させてくれたことなど、新弟子時代の衣食住に限

らず、関取、結婚してからも生活面、家族を支える役割をしてもらったことが語られた。 

 

第２項 自分の経験とトリプルミッションモデル 

トップスポーツビジネスを成功に導くモデルの一つにトリプルミッションモデル(平田, 

2012)がある。トリプルミッションで指摘されている「勝利」「資金」「普及」および「理
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念」と自分自身の経験を対比すると、力士としての人生の基礎、「勝利」、「普及」、「資

金」の知識は伊勢ヶ濱部屋で学んだといっても過言ではない。トリプルミッションの考え

方も踏まえながら、自らが入門以降経験している相撲部屋の仕事とその過程におけるおか

みさんとのかかわりについて以下に記す。 

 まず、入門以降現役中は勝つこと、番付を上げることといった「勝利」のために力士と

して努力することが仕事であった。稽古は強くなるために最も重要であり、土俵で相撲を

取る稽古、相手を押すぶつかり稽古、四股や鉄砲といった基本稽古がある。稽古では、親

方に厳しく指導していただいた。また、トレーニングは筋力強化の面で欠かせないもの

で、親方の指導とトレーニングジムでの指導があった。ちゃんこは体を大きくするために

たくさん食べ、栄養を大量に摂取することを目的としている。入門時に体が大きくなかっ

たため、しっかり食べるように親方が監視し、付きっきりで食事をしていた。このことか

ら、食べることの重要性を学んだ。 

 そして、相撲という伝統を守るために厳しいルールがあった。番付によって恰好が決ま

っており、序の口序二段は下駄着用に着物だけであった。羽織と雪駄は三段目から、幕下

から博多帯と外套と呼ばれるコートが着用を許されている。身なりひとつとっても伝統を

守るためにルールがあり、親方に厳しく指導していただいた。「勝利」でのおかみさんと

のかかわりでは、厳しい稽古のなかでおかみさんと交わす何気ない会話や、体調など気に

してくれていることが励みになった。勝つこと、番付を上げることは師匠である親方に全

面的にお世話になった。一方で、一力士としての自覚、社会人としての自立という面で

は、おかみさんの教えや支えがあった。 

 入門後に給与を得るようになったが、20歳になるまでは給与の一部をおかみさんに管理

してもらっていた。個人としての資金の管理の基礎は親方、おかみさん双方に教えてもら

い、身に付けていった。一方、部屋の資金という面では 30歳を越え、年寄・安治川の名

跡を取得したころから、意識するようになった。 

 部屋の経営、相撲の普及においては、後援会が大切であることを入門時から指導を受け

た。部屋の予定が第一で、私的な予定は二の次だった。本場所中、毎日お客様がちゃんこ

に訪れるが、相撲終了後に同席し一緒にちゃんこを必ず囲んでいた。 

 親戚が親方の部屋に入門したという特徴はあるが、入門後 34歳で結婚するまで、他の

力士と同様に相撲部屋で生活していた。 
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 自分自身経験とトリプルミッションを踏まえると、相撲部屋における勝利につながる仕

事の「育成」、「資金」確保の要として「経営」、相撲部屋が力士にとって生活の場である

ことを踏まえると「生活」、さらに相撲部屋の普及の特徴でもある「渉外活動」の 4 つの

視点が相撲部屋の役割の基本となっていることがわかった。そして、これらの 4 つは親方

だけでなく、おかみさんの関わりが随所にあることは、経験的にも整理できた。しかしな

がら、他の部屋の状況やこれらの 4 つに相撲部屋のおかみさんがどの程度関わっているか

などの詳細についてはさらに検討の余地がある。 

 

第４節 先行研究 

 相撲に関する研究として、日本相撲協会のマネジメントや力士の賃金等を明らかにした

中島（2003）や大相撲における巡業のビジネスモデルの変化についてまとめた武藤

（2009）がある。また、角界にあるルールを芸能・興業・スポーツ・宗教の4つに分類し

た大熊（2016）がある。しかし、力士の身体や技術、食事に関する研究は近年ではほとん

どない。 

 相撲部屋経営に関する研究は行われていなかったが、萩原（2020）の新たな相撲部屋の

経営に関する研究により、相撲部屋経営の現状整理、他プロスポーツとの経営比較による

相撲の特異な点を明らかにし、相撲部屋の新たな目指すべき運営・経営の在り方を示唆し

た。今後の相撲部屋では、部屋付きの企業スポンサーを獲得することでより安定的な経営

が求められることを述べている。 

 おかみさんの役割について言及されているものに、先代中村部屋のおかみさんが相撲部

屋経営、力士養成の観点でまとめた修士論文(中澤, 2003）、そしてその修士論文がその後書

籍や雑誌の特集で出版されたものがある。中澤の研究から20年弱が経つ2021年において、

以前と変わらないところ、変化していることを明らかにし、2020年代のおかみさんの役割

を明らかにすることは、相撲の伝統の継続、維持、普及、経営に役立つと考えられ、本研

究を行なった。 

 

第５節  研究目的 

 本研究は、相撲部屋における「おかみさん」の役割を明らかにすることを目的とする。 
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第２章 研究方法 

第１節 文献調査 

第１項 対象 

 対象はおかみさんに焦点をあてながらも、昭和から平成までの相撲部屋全体の仕事につ

いても言及されている書籍 3冊と現役のおかみさんのインタビューが掲載されていた雑誌

2冊(中澤の特集を含む)を対象とした(表 8）。「月間相撲 おかみさん奮闘記」は 2008 年 8

月から 2010 年 10 月まで掲載されたインタビュー記事で、「月間相撲 相撲界奥様訪問」

は 2013 年から現在も続くおかみさんや関取婦人へのインタビュー記事である。 

 

表 8 使用した文献のリスト 

  

 

第２項 分析方法 

 自分自身の経験を「育成」「経営」「生活」「渉外」「その他」の 5項目で分類し、さらに

それぞれの文献で書かれている内容と誰になっているかについて、その仕事の主な担い手

は親方、おかみさん、力士、裏方（行司、呼出し、床山）の誰かについて、整理した。 

 

第２節 インタビュー調査 

第１項 対象 

 本研究では、相撲部屋のおかみさんと大学駅伝チームの寮母は似た存在であり、同じよ

うな役割があるのではないかと想定されるため、大学陸上競技部駅伝チームの寮母を対象

とした。 

1）相撲部屋のおかみさん 

 相撲部屋に所属する力士の人数や創設からの期間や部屋の継承か新設かによりおかみさ

んの役割が異なるとの仮説をもち、2021 年 9 月 2 日から 10 月 13 日の間に弟子の人数やお

テキスト

番号
タイトル 著者 出版社 発⾏年

1 相撲部屋のおかみさん 北出清五郎 講談社文庫 1993

2 親方夫人たちの昭和大相撲史 阿良川角雄 読売新聞社 1990

3 月刊相撲　おかみさん奮闘記 佐藤祥子 ベースボール・マガジン社 2008-2010

4 月刊相撲　相撲界奥様訪問記 佐藤祥子 ベースボール・マガジン社 2013-

5 相撲部屋24時　おかみさん奮闘記 中澤嗣子 講談社プラスアルファ新書 2004
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かみさん歴の異なる５人にインタビューを行い、相撲部屋におけるおかみさんの現状を調

査した。 

2）大学陸上競技部の寮母 

 大学陸上競技部駅伝チームの寮母は監督の妻がつとめているケースがいくつかある。ま

た、大学 1 年生から 4 年生という寮母の対象は、相撲部屋であると新弟子から関取手前の

力士養成員という若い世代にあたることから、大人に向かう世代を支えることや育成、教

育という点でも共通点がある。したがって、大学駅伝チームの寮母から、役割や日々の生

活などを聞くことは、相撲部屋のおかみさんにも役立つ内容が含まれ、また相撲部屋運営

にも転用できる方法があるという仮説をもち、インタビュー調査をした。 

対象は箱根駅伝の強豪チームである青山学院大学陸上競技部町田寮の寮母を務める原美

穂さんとした。原さんの選択理由は無名、弱いチームを連覇、常勝チームへ発展する全過

程を監督の妻、寮母として経験した、唯一無二の存在だからである。2022 年 2 月 9 日にイ

ンタビューを行った。 

 

第２項 調査方法と質問項目 
1）相撲部屋のおかみさん 

 主な質問は、①年間、本場所ごとの一日のスケジュール②部屋設立時③家庭との両立④

仕事⑤大切にしていること⑥他部屋との交流で、1 人当たり 60 分程度、対面・電話でイン

タビューを実施した。 

2）大学陸上競技部の寮母 

 主な質問は①選手の寮生活、②選手へのサポート、③監督との仕事分担についてで、選

手の生活面における寮母の役割について質問を行った。電話で 60 分程度のインタビュー

を実施した。 

 

第３項 分析手法 

1）相撲部屋のおかみさん 

 聞き取りを行なった内容の録音データを基に逐語録を作成した。まとめた逐語録に基づ

きインタビュー内容の類似性を検討し、弟子の人数によっておかみさんの仕事に違いがあ

るか整理した。また、所属する力士の人数や設立時期、部屋ごとに特徴があるかをまとめ

た。 
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2）大学陸上競技部の寮母 

 聞き取りを行なった内容の録音データを基に逐語録を作成した。まとめた逐語録に基づ

きインタビュー内容の類似性を検討し、相撲部屋と大学陸上競技部の違いを整理した。 

 

第４項 倫理的配慮 

 インタビュー参加者には、個人情報の保護、修士論文の作成の動機を説明し、同意を得

られた上でインタビューを実施した。また、インタビューした内容について研究論文とす

ることに了承を得た。ICレコーダーによる録音の許可の了承を得て、インタビューを行っ

た。 
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第３章 結果 

第１節 文献調査 

 対象文献内にあった相撲部屋の仕事やおかみさんの仕事を「育成」「経営」「生活」「渉

外」「その他」の 5 つに分類し、内容の類似性を検討し、仕事内容を細かく分類、また誰

が主に担当しているかの整理をした。 

 

第１項 育成 

 育成に関する仕事は強化、スカウト、治療、ちゃんこ作り、環境作りの５つに分けられ

た。 

 

1）強化 

 強化は、a.稽古、b.トレーニングで構成され、両方とも親方と力士の仕事であった。親方

は指導、そして力士は強くなることが求められていた。「指導は親方の仕事」とする記述

が 5 つの文献の中で「相撲部屋のおかみさん」「相撲部屋 24 時 おかみさん奮闘記」にあ

った。二子山夫人の花田佳代子さんは「親方の持論は、稽古の指導は師匠と弟子の戦いだ

と言っていた」とあった。東関夫人渡辺加寿江さんは「若い衆を指導するのが親方の仕

事」と話し、同様に「相撲のことはわかりません」「力士の稽古を見守る」「一切口出しは

しません。用事で親方に頼まれたとき、誰が何番やったとか、誰が稽古を休んだとかメモ

して親方に渡します。」といった記述は 5件あった。また、九重親方は「廻しを締め、胸

を出していた」と九重夫人秋元久美子さんが話していた。先代中村夫人中澤嗣子さんは

「親方は上位を目指す力士にいちばん上に通じる相撲を教える必要」があると述べてい

た。力士は稽古を行い、トレーニングでさらに体を強化していた。相撲において筋力の強

さは勝敗に直結するため、現在では必要不可欠であり多くの力士が行っていることが、萩

原（2020）でも記されているが、筆者の経験からもトレーニングをしている力士は多くい

た。 

 

2）スカウト 

 スカウトは親方の仕事として記述されている文献は「相撲部屋のおかみさん」「月刊相

撲 おかみさん奮闘記」「相撲部屋 24 時 おかみさん奮闘記」にあった。春日野夫人の宮

古喜子さんは「私は行かないです。（新弟子を引き取りに行くことは）一切だめだと」と
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いった記述が「相撲部屋のおかみさん」に 1件、「月刊相撲 おかみさん奮闘記」に 2件

あった。錣山夫人福園伊津美さんは「親方は日本全国の、小さな大会にも足繁く出掛けて

いく。新弟子スカウトに奔走している。」とあった。また、筆者の経験から相撲部のある

大学や高校、相撲クラブや相撲大会に足を運びスカウトを行っていた。その上で、部屋の

後援者からの情報をもとに相撲経験のない他のスポーツ経験者や体の大きな子をスカウト

することもあった。そして、中村夫人中澤嗣子さんは「親方がまず相撲界についてよく説

明して部屋にきてもらい、納得いくまで体験入門をして、本人の決断で入門を決めてもら

います」と述べていた。 

スカウトにおかみさんが同行するなど関わる例としては、2 つあった。元横綱玉錦夫人

の西内松子さんの「スカウトの時だけはお前も一緒に来いというと、どんな用事があって

も承知しなかった。自分だけでは、相手が怖がると思うと私を引っ張り出すんです。黙っ

てついていくだけなんですが」（親方夫人たちの昭和大相撲史）や阿武松夫人の手島久子

さんは「全日本選手権やわんぱく相撲などの各大会にも足を運ぶ」（月刊相撲 おかみさ

ん奮闘記）というエピソードが紹介されていた。加えて、中村夫人中澤嗣子さんは後援者

から新弟子の情報を受け取り、その弟子の家族と集まって話したエピソードが紹介されて

いた。基本的には親方の仕事であるが、部屋によってはおかみさんが関わるケースがある

ことが分かった。 

 

3）治療 

 治療は、a.怪我や病気の治療、b.普段のケアで構成された。いずれも力士自身が自分の体

に気を配り、管理することが原則であった。中村夫人中澤嗣子さんは「(力士は明日の稽古

に備えて)テーピングをしたり、手首にさらしを巻いたりしています」と述べていた。筆者

の経験からもそうであったが、おかみさんが若い衆の送迎や入院の手続きをしてくれるケ

ースも見られた。先代佐渡ケ嶽親方夫人の鎌谷紗千子さんの「うちの部屋は新弟子のころ

は、必ず、最初私が連れて行くんです」(相撲部屋のおかみさん)のほかにも、力士を治療

のために病院等におかみさんが連れていく例が 4件あった。 

 また、現湊親方夫人の三浦真さんは現在も医師として仕事をしており、力士の体調管理

のアドバイスしていた（月刊相撲 相撲界奥様訪問）。 

 

4）ちゃんこ作り 
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 ちゃんこ作りは、a.準備、b.片付けで構成され、力士が両方行っていたが、部屋設立当初

や弟子の人数が少ない部屋は、おかみさんが献立を考え、買い物・下ごしらえ・一品を作

っていた記述は「親方夫人たちの昭和大相撲史」に 4件、「相撲部屋のおかみさん」に 4

件、「月刊相撲 おかみさん奮闘記」に 4件あった。時津風夫人の内田晶子さんは「食べ

ることは私が全面的にやりました。築地に買い出しに行きメニューを考えて、全部材料を

そろえてちゃんこ長に渡しました。」や大島夫人太田淑子さんは「野菜の切り方一つから

教えました。」（相撲部屋のおかみさん）や 錣山夫人の福園伊津美さんは「部屋を持った

当初は料理を作れる子がいなかったので、私が作って教えてもいた」や桐山夫人の酒井美

和子さんは「最初の頃は私もちゃんこ場に立っていた」（女将さん奮闘記）にあった。筆

者の経験から裏方は力士と寝食を共にしている事が多く、力士と共に準備・片づけを行っ

ていた。一方で、部屋を継承して兄弟子がいる部屋や元力士のマネージャーがいる部屋な

どは、ちゃんこ作りにおかみさんが全く関与していなかった記述は「相撲部屋のおかみさ

ん」に 3件あった。加えて、中村夫人中澤嗣子さんはちゃんこのメニューをあらかじめ考

えておき、「おかみさんか親方にご飯の炊けぐあい、ちゃんこ鍋の味付けをもう一度見て

もらいます」と述べており、メニュー作りと最後の仕上げに関わるのみであった。 

 

5）環境作り 

 環境作りは、a.相撲部屋建設の契約など、b.土俵作りがあった。a.相撲部屋建設の契約な

どは相撲部屋を建てるために土地探しから、建物の建築にいたるまでの工程が含まれ、親

方とおかみさんが関わっていた。特に部屋を建てるにあたっての細かな打ち合わせ等はお

かみさんが担当していることが多かった。元東関親方夫人の渡辺加寿江さんは「部屋を建

てるのは私の仕事としました。部屋を建てる設計とかの段階は全部私がやって。」と述べ

ていた(相撲部屋のおかみさん)。また、元前頭大昇夫人の石田久子さんは「親方が引退

後、私達は虎ノ門にお染茶屋というお店をやっていました。将来住まいにしようとしてい

た家が中野にありましたがこれを両方処分して新しい部屋の建設資金に充てたんです。」

（親方夫人たちの昭和大相撲史）と述べていたように、部屋設立や経営のための資金調達

に親方とおかみさんの両方が関わっていた記述は 2件あった。 

また、おかみさんの父が所有する土地やおかみさんの実家の蕎麦屋を改築し、相撲部屋

にしたケースもあった（月刊相撲 おかみさん奮闘記、月刊相撲 相撲界奥様訪問）。ま
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た、地方場所の宿舎の確保も同様に、親方とおかみさんで各地方の候補地にお願いに行っ

ていた記述が「おかみさん奮闘記」に 1件書かれていた。 

 b.土俵作りは、呼出しが取り仕切っていた。筆者の経験から相撲部屋内の土俵は、各相

撲部屋によって違いはあるが、東京場所（1 月、5 月、9 月）前に作り直すことが通例とな

っていた。土を掘り起こす、叩いて固めるなど力作業を呼出しの指示に従い力士が行って

いた。土は部屋設立時に入れたままの土を繰り返し使い、入れ替えは基本しない。 

完成した土俵の安全を祈願して、行司が土俵祭りを執り行うことが通例となっている。

土俵祭りには後援会の人などは呼ばず、部屋内で執り行われため、土俵作りは裏方と力士

の仕事であった。 

 

6）文献内での記載状況 

 育成を構成する 5 つの仕事およびその細目についておかみさんがその役割を担っていた

かどうか（おかみさんがしているかどうかの記載の有無）は表 9 の通りであった。また、

それぞれの文献の中で述べられていたことを表 10 にまとめた。 

 

表 9 各文献の育成に関する記載状況 

 

 

表 10 文献でのおかみさんの発言 

仕事 文献 氏名 文献での発言 

強化 1 元大島夫人 
一切口出しはしません。親方に頼まれた時誰が何番やったとか

メモして親方に渡します。 

スカウト 2 横綱玉錦夫人 
スカウトの時だけはお前も来いという、黙ってついていくだけ

なんですが 

1. 強化 2. スカウト 3. 治療 4. ちゃんこ作り 5. 環境作り

ａ.稽古 ａ.怪我や病気の治療 ａ.調理 a.相撲部屋建設の契約など

ｂ.トレーニング ｂ.普段のケア ｂ.片付け ｃ.土俵作り

1 ◯ × ◯ ◯ ◯

2 ◯ ◯ × ◯ ×

3 × ◯ 〇 ◯ 〇

4 ◯ × ◯ ◯ ◯

5 ◯ ◯ × ◯ ×
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5 元中村夫人 

後援者への郵便物にはつねに、「近くに大きなお子さんがいた

ら、ぜひ紹介して欲しい」旨を、必ず一言添えています。 

例年 6月に入ると、翌年の三月場所に入門する新弟子のスカウ

トを始めます。 

中学校卒業者を中心にスカウトしているため、(中略)県大会や

ブロック大会をたくさん見て、力士としてやっていけそうな中

学生を探します。 

一度その中学生(後援者からの紹介)に会いに行く約束をしまし

た。 

治療 

1 元佐渡ヶ嶽夫人 
うちの部屋は新弟子のころは、必ず最初私が連れていくんで

す。病院に連れていくんです。 

4 湊おかみ 
現在も医師として仕事をしており力士の体調管理のアドバイス

していた。 

ちゃんこ作

り 

1 元時津風夫人 
食べることは私が全面的にやりました。築地に買い出しに行き

メニューを考えて。全く関与していない記述もあった。 

3 元桐山夫人 
部屋を持った当初は料理を作れる子がいなかったので私が作っ

て教えてもいた。最初の頃は私もちゃんこ場に立っていた。 

5 元中村夫人 
おかみさんか親方にご飯の炊けぐあい、ちゃんこ鍋の味付けを

もう一度見てもらいます。 

環境作り 

1 元東関夫人 部屋を建てるのは私の仕事としました。部屋を建てる設計とか 

2 大昇婦人 
将来住まいにしようとしていた家を処分して部屋の建設資金に

充てた。 

3 尾上おかみ おかみさんの父が所有する土地 

3 元東関夫人 地方場所の宿舎確保 

4 伊勢ノ海おかみ 実家の蕎麦屋を改築 

 

第２項 経営 

 経営に関する仕事を管理・パーティー等準備・スポンサー集め・ホームページや SNS の

管理の 4 つに分けられた。 
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1）管理 

 管理では、a.部屋運営費、b.後援会費共に親方とおかみさんが管理していた記述は「相撲

部屋のおかみさん」に 1件、「相撲部屋 24 時 おかみさん奮闘記」に 1件あった。元時津

風親方夫人の内田晶子さんは「帳面も全部、入出金伝票もつけて税理士さんとやっている

んです。税務署に行くのも私なんです。」と親方とおかみさんで部屋のお金を把握してお

り、事務的な管理はおかみさんが行なっていた。中村夫人中澤嗣子さんは、部屋の経営を

可能な限りオープンにし、お金の流れを明確にすることに取り組んでいた。 

 

2）パーティー等準備 

 パーティー等準備の a.激励会は本場所の前後に行う力士を応援する会で、激励会に関す

る記述は「相撲部屋のおかみさん」で大島夫人の太田淑子さんが「地方場所は激励会と千

秋楽だけ。行ってもすぐに台所へ立つという状態でした。」とある。また「おかみさん奮

闘記」で東関夫人の佐野真充さんは「千秋楽打ち上げ会場との打ち合わせをして帰ってき

て、また千秋楽前に現地に行く感じです。」とあった。筆者の経験では、親方が後援会な

どへの集客、おかみさんが会場予約や食事の準備などをしていた。 

 b.部屋イベントは餅つきやゴルフコンペなど後援会と行うイベントで、「おかみさん奮闘

記」では記述は 2件あり、阿武松夫人でプロゴルファーの手島久美子さんは、「後援会の

ゴルフコンペなどで楽しくゴルフを続けている」とあり、峰崎夫人の上沢婦記子さんは

「年末には餅つきをします」とあった。筆者の経験でも餅つきを行う部屋は多く、後援会

の方が沢山来ていた。また、力士も参加し協力していた。 

 c.冠婚葬祭は関取の結婚式が主になっており、結婚式の記述は沢山あるが部屋と関係し

ている記述は「相撲部屋のおかみさん」の北の湖夫人小畑とみ子さんは「春日野理事長さ

んがご媒酌人を務めた。」という 1件と、「おかみさん奮闘記」で伊勢ケ濱夫人杉野森淳子

さんは「好成績が続いていた時期でしたから祝辞が『綱取り、綱取り』ばかりでして。結

婚披露宴はまるで激励会のようだった。」とあった。また、九重婦人の秋元久美子さんは

「当時の九重親方から、お相撲さんの世界だから、結婚式はこちらのやり方に任せてくれ

と言われていた」の 2件あった。筆者の経験では、部屋の後援会者や力士の地元後援者な

どを招き、部屋を挙げてのお祝いとなることが多かった。会場や食事、席順など力士の負

担が少ないように親方とおかみさんが取り仕切っていた。親方とおかみさんは結納や結婚

の挨拶に同行することがあった。 
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3）スポンサー集め 

 スポンサー集めでは、文献での記述はなかったが、筆者の経験では親方・おかみさん・

力士部屋を挙げて行っていた。スポンサーが増えるように企業を訪問や慰問、会食をする

など様々な方法を用いていた。 

 

4）ホームページ・SNS 管理 

 ホームページ・SNS 管理では、おかみさんや裏方が管理している記述は「相撲界奥様訪

問」で浅香山夫人の古賀充子さんは「私が部屋のホームページなどを立ち上げる予定」と

あり、現在はホームページとインスタグラムを管理していた。現在力士による SNS が禁止

されている一方で、筆者が知るところでは部屋単位で Twitterや Instagram を運用している

部屋は多く、おかみさんや裏方が日々更新をしていた。ホームページを外部発注している

部屋もあったが、SNS の更新においては、おかみさんや裏方が管理し普段の力士の表情を

載せていることが多かった。 

 

5）文献内での記載状況 

 経営を構成する 4 つの仕事およびその細目についておかみさんがその役割を担っていた

かどうか（おかみさんがしているかどうかの記載の有無）は表 11 の通りであった。また、

それぞれの文献の中で述べられていたことを表 12 にまとめた。 

 

表 11 各文献の経営に関する記載状況 

 

 

 

1.管理 2. パーティー等準備 3. スポンサー集め 4. ホームページ

ａ.部屋運営費 ａ.激励会 a.後援会 　 ＳＮＳ管理

ｂ.後援会費 ｂ.部屋イベント b.スポンサー

ｃ.冠婚葬祭

1 〇 ◯ × ×

2 × × × ×

3 × × ○ ○

4 × ◯ × ○
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表 12 文献でのおかみさんの発言 

仕事 文献 氏名 文献での発言 

管理 

1 元時津風夫人 
帳面も全部、入出金伝票もつけて税理士さんとやっている

んです。税務署に行くのも私なんです。 

5 元中村夫人 
部屋の経営を可能な限りオープンにしお金の流れを明確に

することに取り組んでいた。 

パーティー等

準備 

1 元大島夫人 
地方場所は激励会と千秋楽だけ。行ってもすぐに台所へ立

つという状態でした。 

1 元春日野夫人 
地方にも必ず千秋楽にはお邪魔したり、場所前の激励会に

行くこともあります。 

1 北の湖夫人 春日野理事長さんがご媒酌人を務めた。 

3 元東関夫人 
千秋楽打ち上げ会場との打ち合わせをして帰ってきて、ま

た千秋楽前に現地に行く感じです。 

3 元峰崎夫人 年末には餅つきをします。 

3 伊勢ケ濱おかみ 
好成績が続いていた時期でしたから祝辞が綱取り、綱取り

ばかりでして。結婚披露宴はまるで激励会のようだった。 

3 元九重夫人 
当時の九重親方から、お相撲さんの世界だから、結婚式は

こちらのやり方に任せてくれと言われていた。 

ホームページ 

SNS管理 
4 浅香山おかみ 私が部屋のホームページなどを立ち上げる予定 

 

第３項 生活 

 生活に関する仕事をサポート・仕事分担・近隣対応・スケジュール管理の 4 つに分けら

れた。 

 

1）サポート 

 サポートの a.未成年/外国人力士のサポートに関する記述は、「相撲部屋のおかみさん」

に 2件、「月刊相撲 おかみさん奮闘記」に 1件、「相撲部屋 24 時 おかみさん奮闘記」

に 1件あった。時津風夫人内田晶子さんは二十歳ぐらいまでは「力士のお小遣いなんかは
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私が全部預かって、その子の名前で郵便貯金をしておくんです。」や高砂夫人一宮きみ子

さんは「一緒に食事をするんですよ。おやつでもなんでも渡すんです。新弟子が入った時

点で五日間ぐらいは一緒に寝起きをします。」とあった。また、筆者の知る限りでは、新

弟子の住所変更書類等の作成や口座の開設などを手伝っていた。おかみさんや裏方が、協

力して未成年の新弟子たちをサポートしていた。中村夫人中澤嗣子さんは外国から来た力

士たちとコミュニケーションを取っていたが、外国人力士は相撲部屋での生活が異文化体

験のように感じてしまい、力士を続けることはなかなか難しいと述べていた。 

 b.新弟子準備は入門する新弟子の必要品を準備する記述はなかったが、筆者の経験か

ら、おかみさんと裏方が着物や浴衣、帯や下駄などを準備していた。 

 c.学習支援に関する記述は、「相撲部屋 24 時 おかみさん奮闘記」に 1件あった。中村

夫人中澤嗣子さんは、部屋の序ノ口、序二段、三段目の力士全員が通信制の高校に通える

ようにしていた。高校進学が当たり前になり、力士引退後の生活を考えたときに高卒の学

歴が必要になるため、力士のことを考えた取り組みを進めていた。 

 d.悩み相談に関する記述は「相撲部屋のおかみさん」に 3件「親方夫人たちの昭和大相

撲史」に 1件、「月刊相撲 おかみさん奮闘記」に 1件あった。「相撲を諦めかけている子

に対して主人はとことん頑張る」といった引退に関する相談は親方に、人間関係やお金に

関する相談はおかみさんにすることが多かった。昔はハガミといって紙に金額を書き、借

金をおかみさんにお願いし、手当が出たら返済することが行なわれていた。(昭和大相撲

史、相撲部屋のおかみさん)また、悩んでいる普段と様子が違う子に声を掛け、話を聞くこ

ともあった。（相撲部屋のおかみさん） 

 

2）仕事分担 

 仕事分担は親方とおかみさんが決めていた記述は「月刊相撲 おかみさん奮闘記」で 1

件あった。また、筆者の所属していた伊勢ヶ濱部屋では親方とおかみさんが話し合い、ち

ゃんこ番は 3班に分け、1 日ごとに交代していた。その際に、力士の相性も含めて各班に

振り分けていた。また、掃除当番は玄関・階段・トイレ・大部屋・上がり座敷・風呂場な

ど、担当を 1 場所ごとに割り振っていた。その上で、若い衆の中で一番番付が上の力士が

トイレ掃除と決まっていた。関取の付き人も相性などを考え、決めていた。 

 

3）近隣対応 
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 近隣対応において a.地域との関わりは、親方・おかみさん・力士が関わっていた記述は

「おかみさん奮闘記」に 3件あった。部屋のある地域のお祭りやイベントに協力し、地域

を挙げて応援してもらえるよう積極的に関わりを持っていた。足立区西新井に部屋がある

玉ノ井部屋は、毎年「玉ノ井部屋祭り」として子ども達の相撲大会や餅つき、無料模擬店

が出店しており、500 人もの親子連れでにぎわうそうで、「地域に密着して、少しでも相撲

を理解してもらおうと思っている」と玉ノ井夫人志賀千賀子さんが話していた。また、川

崎に部屋を構えていた春日山部屋は、「地元のプロスポーツ同士で川崎を盛り上げよう」

と交流が始まった。J1リーグに所属している川崎フロンターレと協力し、「フロンターレ

さんのファン感謝際にお手伝いをしに行ったり、そうそうちゃんこ千人分作ったことがあ

りますが大変でしたね」と春日山夫人岩永智子さんは話していた。また、相撲デーとして

選手の入場を土俵入りのアナウンスで行ない、相撲部屋浴衣のデザインに川崎フロンター

レと入れてグッズでコラボするなど、両者のファンを巻き込んで川崎を盛り上げようとし

ていた。（月刊相撲 おかみさん奮闘記） 

 b.苦情の記述はなかったが、筆者の所属していた伊勢ケ濱部屋ではゴミの出し方や自転

車の置き方などで苦情があった。そのような様々な苦情をおかみさんが対応していた。そ

して、伊勢ヶ濱部屋では、ゴミや自転車以外でも、騒音について苦情が来ていた。 

 

4）スケジュール管理 

 スケジュール管理の記述はなかったが、伊勢ケ濱部屋では部屋に関することは親方とお

かみさんが、力士に関することは力士が対応していた。力士のテレビ出演などは、日本相

撲協会と親方の了承を経て、力士がスケジュールを調整していた。 

 

5）文献内での記載状況 

 生活を構成する 4 つの仕事およびその細目についておかみさんがその役割を担っていた

かどうか（おかみさんがしているかどうかの記載の有無）は表 13 の通りであった。ま

た、それぞれの文献の中で述べられていたことを表 14 にまとめた。 
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表 13 各文献の生活に関する記載状況 

 

 

表 14 文献でのおかみさんの発言 

1. サポート 2. 仕事分担 3. 近隣対応 4. スケジュール管理

ａ.未成年/外国人力士のサポート ａ.ちゃんこ番 a.地域との関わり ａ.部屋スケジュール

ｂ.新弟子準備 ｂ.掃除当番 b.苦情対応 ｂ.力士スケジュール

ｃ.学習支援

ｄ.悩み相談

1 ◯ × × ×

2 ◯ × × ×

3 ◯ ◯ ◯ ×

4 ◯ ◯ × ×

5 ◯ ◯ × ×

仕事 文献 氏名 文献での発言 

サポート 

1 元時津風夫人 
力士のお小遣いなんかは私が全部預かって、その子の名

前で郵便貯金をしておくんです。 

1 元高砂夫人 

一緒に食事をするんですよ。おやつでもなんでも渡すん

です。新弟子が入った時点で五日間ぐらいは一緒に寝起

きをします。 

1 元出羽海夫人 日常生活のことでは、私が気をつけます。 

2 元琴錦夫人 
ハガミ（借金）に応じてやるのがおかみさんが与えるア

メである。 

3 伊勢ケ濱おかみ 相撲を諦めかけている子に対して主人はとことん頑張る 

5 

元中村夫人 

外国から来た力士たちとコミュニケーションを取ってい

たが、外国人力士は相撲部屋での生活が異文化体験のよ

うに感じてしまい、力士を続けることはなかなか難しい 

5 
部屋の序ノ口、序二段、三段目の力士全員が通信制の高

校に通えるようにしていた。 

役割分担 3 元東関夫人 

毎日掃除する場所を変えてみたらと提案。町内会の出来

事を取材して記事を書くんです。少しでも力士のことを

知っていただければな、という気持ちもあるんです。 
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第４項 渉外 

 渉外に関する仕事を管理・お礼・対応・発注と発送の 4 つに分けられた。 

 

1）管理 

管理には、a.後援会名簿の管理、b.差し入れ管理があった。 

 後援会名簿の管理に関する記述は「相撲部屋のおかみさん」に 2件あった。時津風夫人

内田晶子さんは「（後援会のほうのお仕事、名簿づくり）一時期はそれもやっていまし

た」や北の湖夫人小畑とみ子さんは「東京後援会と築地後援会で、その事務をやってい

る」と話していた。筆者の所属していた伊勢ヶ濱部屋では、全国にある後援会員の名簿を

親方とおかみさんが一括管理していた。また、親方やおかみさんが管理している部屋は他

にもあり、その名簿をもとに番付表の配布やパーティーや力士の結婚式の案内を出してい

た。 

 差し入れの管理の記述は「相撲部屋のおかみさん」で 1件あった。高砂部屋の一宮きみ

子さんは「お米からお肉からお魚の係は全部しております」と話していた。筆者の所属し

ていた伊勢ケ濱部屋では、力士が毎日のように届く差し入れを親方・おかみさんに報告

し、今日のちゃんこで使うのか、保存しておくのかについて、おかみさんの指示を仰いで

いた。 

 

2）お礼 

 a.お礼状の送付についての記述は「相撲部屋のおかみさん」に 2件あり、おかみさんが

行なっていた。差し入れに対するお礼を、はがきや品物などを送っていた。 

 b.お礼連絡の記述はないが、筆者の所属していた伊勢ケ濱部屋では、親方・おかみさん

が電話で連絡をしていた。 

 

3）対応 

近隣対応 
3 元玉ノ井夫人 

玉ノ井祭りとして子供たちの相撲大会や餅つき、無料模

擬店が出店、地域に密着して少しでも理解してもらおう

と思っている。 

3 元春日山夫人 地元のプロスポーツ同士で川崎を盛り上げよう 
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 a.稽古見学の対応記述はないが、筆者の所属していた伊勢ケ濱部屋では、親方・力士は

稽古中のため、おかみさんや裏方が対応していた。見学に来た後援者には、おかみさんが

お茶を出し挨拶をすることがあった。さらに、沢山の見学者がいる場合は、稽古の妨げに

ならないよう裏方が見学者に注意することがあった。 

 b.ちゃんこ接客に関する記述は１件あり、親方・おかみさん・力士とちゃんこを囲み接

客をしていた。伊勢ヶ濱夫人杉野森淳子さんは「本場所中は毎日夜のちゃんこにお客さん

がおり、多いときで 50 人を越えるときがあった。」（おかみさん奮闘記）と述べていた。 

 c.来訪者の対応に関する記述は 1件で「相撲部屋のおかみさん」で時津風夫人内田晶子

さんは「ご丁寧にごあいさつしなければいけない」と述べていた。部屋を訪ねてくる方々

は基本的に親方やおかみさんに用事があるため両者で対応していた。 

 d.メディアの対応に関する記述は、「相撲部屋 24 時 おかみさん奮闘記」に 1件あっ

た。中村夫人中澤嗣子さんは、初めて新十両が部屋から出た際に、部屋に来た報道陣に向

けて新しく四股名を拡大コピーし、サンドイッチを準備していた。 

 

4）発注 

 a.番付、b.カレンダーに関する記述は 2件あり、「相撲部屋のおかみさん」で宛名を書い

ていた佐渡ヶ嶽夫人鎌谷紗千子さんは「以前はずっと一人で書いていた」と話していた。

番付を折り、封筒に詰める準備は力士と裏方で行なっていた。 

 c.反物に関して記述はないが、筆者の所属していた伊勢ケ濱部屋以外にもデザインを決

め、発注する作業をおかみさんが担当していた。慣例として、一門の親方・関取達に反物

を配るため、裏方が配る作業を行なっていた。d.お土産は激励会やパーティー等のお土

産、挨拶回りに使う手土産などに関する記述はないが、筆者の所属していた伊勢ケ濱部屋

では、おかみさんが発注や準備をしていた。 

 

5）文献内での記載状況 

 渉外を構成する 4 つの仕事およびその細目についておかみさんがその役割を担っていた

かどうか（おかみさんがしているかどうかの記載の有無）は表 15 の通りであった。ま

た、それぞれの文献の中で述べられていたことを表 16 にまとめた。 
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表 15 各文献の渉外に関する記載状況 

 

 

表 16 文献でのおかみさんの発言 

仕事 文献 氏名 文献での発言 

管理 

1 北の湖夫人 東京後援会と築地後援会で、その事務をやっている。 

1 
元時津風 

夫人 

（後援会のほうのお仕事、名簿づくり）一時期はそれもやって

いました。ご丁寧にごあいさつしなければいけない。 

1 元高砂夫人 お米からお肉からお魚の係は全部しております。 

お礼 1 
元佐渡ヶ嶽

夫人 

あの人、この人にお礼状を出して。（番付）以前はずっと一人

で書いていた。 

対応 

(東京・地方) 

3 
伊勢ヶ濱 

おかみ 

本場所中は毎日夜のちゃんこにお客さんがおり、多いときで

50人を越えるときがあった。 

5 元中村夫人 

初めて新十両が部屋から出た際に、部屋に来た報道陣に向けて

新しく四股名を拡大コピーしたり、サンドイッチを準備してい

た。 

発注/発送 1 
元春日野夫

人 
番付封筒も全部に出しますし 

 

第５項 その他 

 上記 4 つの分類に当てはまらない仕事が 1 つ見られた。 

1. 管理 2. お礼 3. 対応 4. 発注／発送

a.後援会名簿 a.お礼状 a.稽古見学 a.番付

b.差し入れ b.お礼連絡 b.ちゃんこ接客 b.カレンダー

c.来訪者 c.反物　　d.お土産

d.メディア

1 ◯ ◯ × ◯

2 × × ◯ ×

3 ◯ ◯ 〇 ◯

4 × × × ×

5 × × 〇 ×
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1）他部屋のおかみさんとの交流 

 「相撲部屋 24 時 おかみさん奮闘記」によると、元中村部屋夫人の中澤嗣子さんは、

部屋に所属する力士が十両に昇進した際に報道陣が部屋に来るということで、「高砂部屋

の 5代目のおかみさんにいろいろ教えてもらいました」と述べていた。部屋から初めて関

取が誕生するため、何を準備するのがいいのかわからないため、中村部屋と同じ高砂一門

である高砂部屋のおかみさんに聞いていた。 

 

2）文献内での記載状況 

 4 つの分類に属さないその他の仕事について、おかみさんがその役割を担っていたかど

うか（おかみさんがしているかどうかの記載の有無）は表 17 の通りであった。また、そ

れぞれの文献の中で述べられていたことを表 18 にまとめた。 

 

表 17 各文献のその他に関する記載状況 

 

 

 

 

 

 

 

表 18 文献でのおかみさんの発言 

仕事 文献 氏名 文献での発言 

他のおかみさん 

との交流 
5 元中村夫人 

高砂部屋の五代目のおかみさんにいろいろ教えていただ

いたりもしました。 

 

第６項 相撲部屋の仕事 

 表 19 は、前節の内容を集約し、相撲部屋の仕事の分野と各分野を整理した内容を示し

た。おかみさんは経営・生活・渉外の面で深く関わりを持ち、さらには力士のサポート

役・経営者・事務など様々な仕事を行っていた。 

1. 他のおかみさんとの交流

1 ×

2 ×

3 ×

4 ×

5 ○
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 育成において、おかみさんは 4 つの仕事に関わっていた。親方のスカウトに同席し、力

士の怪我や病気の治療の面倒やちゃんこの調理を行っていた。また、相撲部屋を建設する

際の契約や設計を行っていた。 

 経営において、おかみさんは 2 つの仕事に関わっていた。相撲部屋の運営費用や後援会

費の管理を行い、部屋の激励会、部屋単位でのイベント、力士の冠婚葬祭の準備を担当し

ていた。 

 生活において、おかみさんは 3 つの仕事に関わっていた。力士へのサポートとして、未

成年や外国人力士への面倒を見て、新弟子として必要な準備を行っていた。引退後を見据

えて力士の学習支援を支援し、力士として長く部屋に居続けてもらうために悩み相談など

の心理的なサポートを行っていた。そして、仕事分担として力士のちゃんこ番、掃除当番

をおかみさんが決めていた。 

 渉外において、おかみさんは 4 つの仕事に関わっていた。後援会の管理として、後援会

会員の名簿をまとめ、会員から送られてくる差し入れを管理していた。お礼の作成や連絡

を行っていた。稽古の見学者、ちゃんこ接客者、来訪者、メディアの対応を行っていた。

そして、番付表、反物、お土産の発注や準備をしていた。 

 その他において、おかみさんは他部屋のおかみさんとの交流をしていた。その場合は一

門の部屋のおかみさんに話を聞いていた。 

 

表 19 相撲部屋の仕事とおかみさんの関与 

 

 

分野

育成

1. 強化

　ａ.稽古

　ｂ.トレーニング

2. スカウト 3. 治療
　ａ.怪我や病気の治療

　ｂ.普段のケア

4. ちゃんこ作り
　ａ.調理

　ｂ.片付け

5. 環境作り
　a.相撲部屋建設の契約など

　b.土俵作り

経営

1.管理

　ａ.部屋運営費

　ｂ.後援会費

2. パーティー等準備

　ａ.激励会

　ｂ.部屋イベント

　ｃ.冠婚葬祭

3. スポンサー集め

　a.後援会

　b.スポンサー

4. ホームページ

　 ＳＮＳ管理

生活

1. サポート

　ａ.未成年/外国人力士の

　　 サポート

　ｂ.新弟子準備

　ｃ.学習支援

　ｄ.悩み相談

2. 仕事分担

　ａ.ちゃんこ番

　ｂ.掃除当番

3. 近隣対応
　a.地域との関わり

　b.苦情対応

4. スケジュール管理

　ａ.部屋スケジュール

　ｂ.力士スケジュール

渉外

1. 管理

　a.後援会名簿

　b.差し入れ

2. お礼

　a.お礼状

　b.お礼連絡

3. 対応（東京・地方）

　a.稽古見学

　b.ちゃんこ接客

　c.来訪者

　d.メディア

4. 発注／発送

　a.番付

　b.カレンダー

　c.反物　　d.お土産

その他

1. 他のおかみさんとの交流

※おかみさんが関与している仕事を太文字で示した
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第２節 おかみさんへのインタビュー調査 

第１項 対象者の背景 

 対象者 5 人を部屋の規模別にみると、弟子が 25 人以上の部屋（A 部屋）、弟子が 20 人以

上（B 部屋）、弟子が 15 人以上（C 部屋）、弟子が 10 人以下（D 部屋）、（E 部屋）、現役

（A～D 部屋）、引退したおかみさん（E 部屋）であった。インタビュー時の年齢は 30～60

代、継承した部屋のおかみさん 3 人、独立した部屋のおかみさん 2 人、1 年目から 29 年目

のおかみさんと 33 年間務めたおかみさんであった（表 20）。 

 

表 20 インタビュー対象 

A 部屋 弟子 25 人以上 40代 継承 16 年目 

B 部屋 弟子 20 人以上 50代 継承 29 年目 

C 部屋 弟子 15 人以上 30代 継承 1 年目 

D 部屋 弟子 10 人以下 40代 独立 7 年目 

E 部屋 引退したおかみさん 60代 独立 33 年間 

 

 継続した部屋と独立した部屋をそれぞれ分類し、弟子の人数とおかみさんの継続人数の

散布図を作成した(図 1, 2)。A,B 部屋は弟子の人数が多く、おかみさんが長く務めていた。

C 部屋は弟子の人数が多いが、おかみさんは A,B 部屋ほど長く務めていなかった。D 部屋

は弟子の人数が多くなかったが、おかみさんの継続年数が短かった。E 部屋も同じく部屋

の規模は C 部屋と変わらなかったが、おかみさんの継続年数が長かった。したがって、継

続した部屋の中では、A,B 部屋は比較的規模の大きい部屋であったが、C 部屋は部屋の規

模は小さいが、おかみさんの継続歴が短い特徴があった。独立した部屋の中では、D 部屋

と E 部屋の規模は同じであったが、おかみさんの継続年数に違いがあった。 
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図 1 継続した部屋における弟子の人数とおかみさんの継続年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 独立した部屋における弟子の人数とおかみさんの継続年数 

 

 

第２項 A 部屋（弟子 25 人以上） 

 おかみさん歴 16 年目、夫である親方が、先代の部屋を継承したことからおかみさんの

仕事が始まった。 

 

1）スケジュール 
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 A 部屋のおかみさんは本場所中とそれ以外の時期は、スケジュールにほとんど違いがな

く、加えて「地方の場合は、親方と共に若い衆と一緒に乗り込み最後の日まで一緒にい

る。東京の時より若干早く起きる。お客様が 5 時とか昔は早い場合 3 時に来たりする。稽

古の後のちゃんこはやっている。100 人から 200 人来るときもある。」と述べており、地方

場所に力士と共におかみさんも同行し、本場所が終わり宿舎の後片付けが終わるまで生活

を共にしていた。 

 

2）部屋設立時 

 先代師匠定年に伴って継承しており、おかみさんになった時にはすでに弟子が 19 人い

た。「継承した当時は大兄弟子もいたし、親方の弟子と父の弟子が丁度入っていた時期だ

ったので大変だった。引退してすぐに大関昇進披露、親方の断髪式と父の定年の祝いをや

った。そのときは休みないくらい忙しかった。初めてのことばっかりだった。」と述べて

いた。先代師匠がおかみさんの父であり、継承時に先代の定年・断髪式・大関昇進パーテ

ィーの準備で寝る暇もなかったと話していた。 

 

3）家庭との両立 

 部屋を継承する時に「子供が幼かったため、躊躇した部分があった」と述べていた。

「幼少期、地方場所の時は、お手伝いさんと生活していたことがあった」という自分の経

験から、「子供が小学生に上がるまでは、地方場所に連れていき一緒に生活をしていた。」

と、自分の幼少期とは異なる方法で、子育てをしていた。一方で、「子供には『小さいと

きから話をして、宿命だからと言い聞かした。私達は、力士 1番であなたたちは 2番。同

時に病気になったら私達は力士の方に行くよと。そこだけはかわいそうだと思ったが、宿

命だから私も受け止めてきたからあなたもひねくれることなく受け止めなさいね。』とお

互い納得するまで会話していたと述べていた。 

 

4）仕事 

 「父の考えですが、おかみさんは裏方ということがあったので、おかみさんがテレビに

出るにしてもそうですけど表に出てはいけないと。裏方に徹しなさいと。色々考えもある

と思うので、そこにアピールも必要だと思うが、父の思いが残っているので所詮おかみは

裏方の仕事をする人間だと思っているので、嫌な役目も沢山しなきゃいけないので。今の



33 
 

親方はソフトな人なので、若い衆に対しても柔らかく穏やかでルールにだけは厳しい人な

ので、私の方が若い衆にとっては口うるさくて煙たい存在だと。父がよく恨まれてなんぼ

だと言っていたので、最後まで通そうと思っている。」と述べていた。 

 父（先代師匠）の考えでおかみさんは裏方だという認識、「おかみさんは恨まれてなん

ぼ」と言う考えを大事にしていた。 

 

5）大事にしている事 

 「今の子を預かって、緊張感が少なく感じる。負けず嫌いなところはあるのに飽きっぽ

いというか。それを感じるのでやっぱりもったいないなと。15歳、18歳までご両親の元

で育った子供達なのでそう簡単には変わらないと思うけど、そこだけは部屋のルールにし

たがって古いものを、餅つきとかお赤飯炊いて成人式をお祝いなど。今の若い人には面倒

くさいことですけど普通の家庭で経験してない事程残そうと思っている。」と述べてい

た。 

 緊張感と部屋のルールに従うこと大事にしていた。昔からあることで、最近では普通の

家庭で経験していない事ほど、やるようにしていた。 

 

6）他部屋のおかみさんとの交流 

 他の部屋のおかみさんと交流することはほぼなかった。先代のおかみさん（母）が今も

手伝ってくれるので、様々なことを教わっていると述べていた。 

 

第３項 B 部屋（弟子 20 人以上） 

1）スケジュール 

 本場所中とそれ以外の時期では違いがあった。共通することは、稽古見学などの後援者

対応やお礼状や電話対応であった。本場所中は、ちゃんこの接客があった。「お相撲さん

達が本場所に行くので、ちゃんこは手伝っています。一品料理を作るなど。部屋の力士の

相撲は観ている。観て声をかけてあげることが本人のモチベーションも上がるという

か。」と述べていた。 

 地方場所へは同行していないが、本場所中、部屋に顔を出すことがあった。 

 

2）部屋設立時 
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 「24 時間拘束されているような。精神的に同居しているっていうのはプレッシャーだっ

た。夜中に警察沙汰になったとか、夜 11 時に漏電したとか何かあるでしょ。地方場所に行

っているときが、一番楽にできるけど東京場所の時は何かある。病気になったり手術で入

院についていったり。ましてや、自分の子供も小さいからそっちもやらなきゃあっちもや

らなきゃいけなかったから子育てと重なっていた時が一番きつかった。」と述べていた。 

 

3）家庭との両立 

 「子供が小さいときは自分の子供もちゃんと育てなきゃいけないし、弟子も預かってい

る責任もあるし、お客さんも多いし、そこまで考えられなかった。」と述べていた。ま

た、「部屋を建てなおすときに力士と一緒だと大変だからって、親方が外階段を作って家

族のところには力士を入れないって言っていたが、結局そんなことではすまない。やっぱ

りそうすると弟子が育たないというのが自覚しているので一切合切家族と一緒にやってい

かないと今の力士が育つにはいたらないのかなと。」「お客さんを家庭に入れるのは、凄く

家族にとってはきつい。家族を巻き込まないといけないし。お客さんを入れないと、人も

呼んでくれるし。そこら辺の線引きが難しいけど。」と述べており、「力士との生活を分け

ようとも考えたが、家族も巻き込みやっていかなければいけないと思った」と話してい

た。 

 

4）おかみさんの仕事 

 「雑用。寮母。親方に言いにくいことも言えるのは私だし、喧嘩してもこれは違うとい

うのは言わなきゃいけない部分もあった。」「お客さんも多いし。多いからこそ広がりもあ

るが、夜中の 12 時ぐらいまで毎日お客さんがいたから、1回子供をお風呂に入れて、また

化粧してクラブのホステスのような生活だった。」と述べていた。親方への意見や後援会

の接客などの対応が仕事であった。 

 

5）おかみさんとして大事にしていること 

 「やっぱり親から預かったという責任。自分の子供と同じようにはいかないけど、目を

かけてあげなきゃというプレッシャーは常に感じている。」と述べており、自分の子供と

同じように、面倒をみることを大事にしていた。 
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6）他部屋のおかみさんとの交流 

 他の部屋のおかみさんとの交流はなかった。 

 

第４項 C 部屋（力士 15 人以上） 

1）スケジュール 

 午前中は子供の送り迎えや家事を行い、午後はお礼状を書くなど部屋の仕事をしてい

た。本場所中は、相撲を観て星取りをつけていた。「力士の成績を見ていると取ってない

のに 10 日目ぐらいに疲れてくる。あんなに疲れるのかなと。勝ち越し、負け越しがかか

ってくる時期なので疲れる。」と述べており、本場所中とそれ以外の時期と違いはあまり

なかった。 

 

2）部屋設立時 

 「主人がなるっていうのは全く考えていなかった。主人も信じられない感じで急だった

ので。」、「最初は何をしていいのか。その力士が何で相撲を始めたのか何が好きか基本的

なことも知らなかったので、まずは話すことから始めた。親御さんにも子供の時のことか

ら聞きたかったので連絡先を聞き、連絡した。」と述べており、突然部屋を継承すること

になっていた。そのため、力士や親御さんたちとの会話から始めていた。 

 

3）家庭との両立 

 「子供メインではない。コロナもあって中々部屋を継承したと挨拶に行けない。場所後

に行くときも子供を預けられず、結局連れて行くこともあり、向こうの方にみてもらった

りして気も遣うし、話にもならなくて何もできなかったので。京都にいた両親に東京に引

っ越してもらい子供を見てもらっている。部屋のことで動きやすくなった。親方と２人で

地方行って今後はスカウトも行こうかなと。」と述べていた。後援者への挨拶に子供を連

れて行くことが気まずかったため、両親に近くに住んでもらい子供を見てもらった。 

 

4）おかみさんの仕事 

 「仕事が全部で何をしていいのか分からないので、もう目の前のことをやるっていう感

じですね。後援会の方の本場所のチケットの手配とか。」「部屋付き親方の時は、部屋に出

入りすらしていなかった。先代のおかみさんが何をしていたか全く分からなかった。力士
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に聞きながらやっている。コロナで、まだパーティーもやったことがない。」「部屋のちゃ

んこは手伝わない。人数も多いし、ちゃんこ長がやってくれているので。」と述べてお

り、手探り状態で目の前のことを必死にやっていた。また、ちゃんこは力士に任せてい

た。そして、部屋付き親方の時は部屋への出入りがなく、情報がなかったため、兄弟子の

力士に聞きながらやっていた。 

 

5）おかみさんとして大事にしていること 

 「後援会の人との繋がりを大事にしている。力士とのコミュニケーション。同時にコロ

ナが落ち着いたら、顔をみてその方もどういう歴史があって後援会に入られているのか聞

きたくて。昔部屋がどうだったのかとか、聞いたことしかない取組を見ていると思うので

聞いてみたいです。お礼状を書くこと。手紙も書いたことがなかったのでネットで調べ

て、失礼になってないかなと。全部手書きで。季節のスタンプを買って自分でデザインし

て、楽しみの１つにもなっている。」と述べており、大事にしていることは後援会との繋

がりとコミュニケーションであった。 

 

6）他部屋のおかみさんとの交流 

 他部屋のおかみさんとの交流はなかった。 

 

第５項 D 部屋（力士 10 人以下） 

1）スケジュール 

 共通しているのは、家事や稽古見学対応や部屋の事務仕事であった。昼に力士達と一緒

にちゃんこを食べ、本場所中以外は親方と夕食を済ませた後にちゃんこを見に行き、コミ

ュニケーションの場にしていた。場所中は相撲を必ず見るようにしており、夜のちゃんこ

を一緒に食べていた。 

 

2）部屋設立時 

 「独立時、まだ部屋の建物が建っていなかったため、4 人の弟子と 1 年ほど仮住まい、

仮稽古場が必要でした。それらの準備として住居探し、稽古場探しが大変だった。何とい

っても地方場所の為の宿舎、稽古場探しが本当に大変だった。」、「部屋を建てるにあたり

こだわったところが場所です。親方もなじみがあり国技館に近い場所、これが 1番でし
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た。」「私達夫婦には子供がいないため、果たして血気多感な男の子達とどう接していいの

か、また親御さん方が預けてくださるのかという不安はあった。」と述べており、部屋の

場所や宿舎探しが大変であった。 

 

3）家庭との両立 

 「2階に住居があり、特に住み分けているという感じでもなくただ私達が 2階に住んで

いるという感覚。3階が大部屋ですが、おかみの私も特に躊躇なくいつでも何時でも普通

に出入りします。親方と苦労して建てた部屋なので、皆で一緒に住んでいくのに大部屋は

力士の部屋だからといって行きづらいとか遠慮とかは全く考えていない。」と述べてい

た。 

 

4）おかみさんの仕事 

 部屋の仕事、後援会の運営（名簿管理、受付更新案内、年間費の管理、記念品等の送付

など）、後援者の方々への礼状やお知らせなどの発信（年 2回の新聞作成､SNS等）、部屋

運営の経理、部屋全体の把握が主な仕事であった。 

 「部屋全体の管理です。足りないものや邪魔な物などを見極めて指示したり、買い出し

をしたり、バランスを取るというか、ちゃんこであったり生活面であったり衣食住全てに

おいて把握します。力士達の預金管理もしている。いずれ辞める時がきたときに一銭もな

い、そんな状況にならないように。」「何か問題がありそうになると、親方、弟子との緩和

剤となるよう、時には先に話を聞く事も。そして時には親方に内緒事になる事もある。」

「おかみさんはたいへんでしょうと言われる事が多く、私も当初は覚悟をしていましたが

良い意味で期待は外れました。力士は何でも自分でやり、料理、洗濯、掃除など、先ずは

何でもいう事を聞いてくれます。彼らは必ず「はい」「分かりました」とすぐに動き始め

ます。そして、親方とは話せない色々な事を話してくれるなど、彼らから教えてもらう事

も多く案外助けてもらう事も多いです。親方の現役時代の経験を思うと、力士の奥さんの

時より楽しく感じています。」と述べており、部屋全体の管理役であった。衣食住全て把

握し、指示していた。親方と力士との間に入り、緩和剤になっていた。 

 

5）おかみさんとして大事にしていること 
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「できるだけ力士達とコミュニケーションを取る事を心懸けている。」「国技という看板も

ある特殊で大きな組織の中での部屋というか 1 つの団体。そして日本全国に支援者、ファ

ンの方々がいる中でのおかみさんという役割、痛い思いをして、きつい稽古に耐え頑張っ

てきた親方、そして頑張っている力士の不利益にならないよう少しでも手助けができて力

になれればと思っています。」と述べており、コミュニケーションを大事にしていた。ま

た、親方や力士の不利益にならないように手助けしていた。 

 

6）他部屋のおかみさんとの交流 

 「特に交流がなく、アドバイスなどはほぼない。もし知りたい事ができた場合は、親方

を介してというような感じになる。おかみさん同士だけで解決できる事は少ないと考えて

いるので、どうしても親方頼りになってしまいます。」と述べており、他部屋のおかみさ

んとは交流がなく、知りたいことは親方を介して聞いていた。 

 

第６項   E 部屋（親方が定年のおかみさん） 

1）スケジュール 

 「本場所がない時、子供達が小さい時はほぼ子供にかかりっきりになっていた。献立や

買い出し、夜ちゃんこ後で、レシートを持ってきて精算。稽古中にお客様が来る時は、前

日に買い出しを全部私がして、それで指示して、お客が来た時は一緒に準備していた。任

せられる若い衆がいた時は任せていた。場所中は献立だけ。」と述べていた。 

 

2）部屋設立時 

 「将来どうとかは全く考えなかった。流れで突然だったが、それに対してとやかくいう

ことではないし、決めるのは親方本人だと思っていたので私は本当に流れに乗ってやって

きただけです。ただ最初言われたことは、女は関係ないんだ、何もすることがないんだ、

お前はやることがないんだと言われた。男社会だし掃除も全て男達がやることだからお前

は子供だけ育ててればいいんだと言われたが、その通りだとは思っていなかった。ただ部

屋を持つことに対して私の意見をすることは一度もなかった。」と述べていた。 

 

3）家庭との両立 
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「小さい時は子供優先。中学受験のため 4 年生ぐらいから塾に行っていたその時はお相撲

さんのことは今みたいに見てやれなかった。子供の時は一緒に遊んだりしたが、中学受験

もあったためあまり関わりはなかった。小さい時は運動会など力士が見に来ることもあっ

た。」と述べていた。したがって、一時期は子供を優先し、年齢を重ねるにつれて力士達

を自分の子供のように思えるようになっていた。 

 

4）おかみさんの仕事 

 「親方の性格からしてとにかく全部自分で知らなければいけない人なのですよ。確かに

私が助かっている部分もあるけれど、やっぱり暴走してしまうそういうところがあるので

うちの場合は、私がそれを言って後ろから抑えられるような役目。任せられる子がいなか

ったときは、地方場所でも電話をし、うまく回るように指示してやってきたつもり。」と

述べていた。また、「小さい後援会が少しあるだけ。基本親方がやっていた。千秋楽の打

ち上げなども部屋でやっていた。大阪場所だけホテルでやっていて、ちゃんこを作ってい

たため、ホテルで厨房を借り、ちゃんこ鍋を作って味付けしていた。地方場所は場所前に

1回、千秋楽に一回通っていた。」と述べており、親方の抑え役として力士への指示、裏方

としてのサポート役をしていた。 

 

5）おかみさんとして大事にしていること 

 「部屋がうまく回るようにというのが一番じゃないですか。そういうことを大切にして

やってきた。でも結局は自己満足。自分が納得するまでやることが大事なのかな。力士に

対して結果や評価は私がすることではないし。自分の中で自分自身が満足して、それを消

化するかで、私がしたことがよかったのか彼らはどう思っているのかまでは考えてもしょ

うがないし、年を取ってきてそう思えるのだと思う。」「本当に自己満足の問題で、私が言

うことじゃないし、これをこうしなきゃいけないっていうのは実はないです。本当にどれ

が正しいかどうか、間違っているかっていうことはない世界だから、いかにお相撲さん達

がいい気持ちで頑張って成績を上げてやれるか、強くさせなければいけない世界だから、

私なんてもうどうしようもないと思います」と述べており、部屋がうまく回ることを特に

大事にしていた。しかし、おかみさんは力士のことを言う立場ではなく、私がしたことが

よかったのかどうかははっきりしていないとおっしゃっていた。 
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6）他部屋のおかみさんとの交流 

 「交流はない。あまりこの世界の人は好きではない。特別に良くなくてもいいけど、普

通の人がいない世界だと思っている。いかに普通でいられるかということを一つ大事にし

ていた。相撲界に関わっているのは親方だけで、おかみさんは世の中を広く見た方が絶対

にいいと思う。」と述べており、他部屋のおかみさん同志の交流はなく、普通の感覚でい

ることを大切にしていた。また、裏方として、サポートしながら力士に指示を出してい

た。 

 

第７項 5 人のおかみさんの相違点 

 インタビューしたおかみさんは、5 人とも本場所中は部屋の力士の取り組みを見たり、

結果を確認したりしていた。その方法は相撲放送からインターネットへの変化はあるもの

の、弟子の結果を気にかける姿勢に変わりはなかった。そして、取り組み後部屋に戻って

来る力士の挨拶をうけ、一言声をかける対応をしていた。また、全員、経理などの事務作

業を実施する一方で、他の部屋のおかみさんとの交流が無いと述べていた。 

 次に、部屋の設立、継承の違いにより、おかみさんになったときの仕事に違いがあっ

た。部屋を継承する場合には、兄弟子が新弟子に仕事を教えるため、この部分での仕事の

負担は少ないが、後援会も先代から引き継ぐことが多いため、最初から大規模な後援会の

マネジメントという役割があることが分かった。一方で、新たに部屋を起こす場合には、

兄弟子がほとんどいないこと、いても限られた人数であり、身の回りのことだけで無く、

ちゃんこ作りもおかみさんが手伝う等、生活全般の支援をしていた。 

 後援会対応は 5 人中、4 人が行っていた。具体的には稽古見学や来客の対応などを行っ

ていた。実施していなかった E 部屋ではこの仕事は親方や裏方が担っていたが、おかみさ

んはサポートを行っていた。 

現役のおかみさんは全員家族よりも部屋の仕事を優先し、子どもに「力士とあなたが同

時に具合悪くなったら、力士につきそうからね」と日ごろから話すなど、子どもの協力も

得ながら経営に携わっていた。E 部屋は子供が中学受験の間は、部屋の仕事優先ではない

としたが、それ以降は部屋を優先していた。また、ほとんど役割がないとなっているが、

おかみさんの仕事はサポートすることという思いからこのような結果になっていた。 
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 弟子が 20 人を超える A 部屋、B 部屋共にちゃんこの接客に力を入れていた。関取も多

く在籍しており、予定が増えるために弟子のスケジュール管理も行っていた。また、治療

への同行や送迎も行なっていた。 

 C 部屋、D 部屋は弟子の親との連絡を大事にしていた。大事にしていることがコミュニ

ケーションということで、弟子の親御さんも安心して預けてもらえるように写真を送り、

メールをしていた。弟子ともフレンドリーな関係で、おかみさんに相談できる関係性があ

った。また、C 部屋はスカウトに一緒について行き、親御さんを安心させたいという思い

を持っていた。 

 D 部屋、E 部屋はちゃんこ作りを行なっていたが、弟子の人数が関係していた。長く続

けている力士や人数がいるとおかみさんが協力しなくてもできる環境にあった。兄弟子が

新弟子に教える相撲界特有の指導方法は、人数が多い部屋の方が上手くいっていった。部

屋設立当時はどこの部屋でもおかみさんが料理を教え、手伝いながら指導しているため、

初めから全く作らないということではなく、今の部屋の状態ではやらないということであ

った。 

 全ての部屋において、他のおかみさんとの交流はなかった。そのため、部屋設立時はお

かみさんとしての情報がなく手探りの状態で始めることになった。 

 以上から、おかみさんの主な仕事、役割と現状について、1.後援会への対応、2.ちゃん

こ接客、3.地方場所同行、4.治療や怪我の世話、5.事務作業、6.弟子の心理的サポート、7.

弟子のスケジュール管理、8. 親との連絡、9.ちゃんこ作り、10.家族より部屋の仕事優先、

11.他のおかみさんとの交流の 11項目を抽出し、5 人のおかみさんのそれぞれの状況を一覧

表にした（表 21）。 

 

表 21 おかみさんの仕事における部屋ごとの違い 

 

A部屋
（弟子25人以上）

B部屋
（弟子20人以上25人未満）

C部屋
（弟子15人以上20人未満）

D部屋
（弟子10人以下）

E部屋
（弟子10人以下）

後援会への対応 ○ ○ ○ ○ ×

ちゃんこ接客 ○ ○ × × ×

地方場所同行 ○ × × × ×

育成 治療や怪我の世話 ○ ○ × × ×

経営 事務作業 ○ ○ ○ ○ ○

弟子の心理的サポート 〇 〇 ○ 〇 〇

弟子の
スケジュール管理

○ ○ × × ×

親との連絡 × × ○ ○ －

ちゃんこ作り × × × ○ ○

家族より部屋の仕事優先 ○ ○ ○ ○ ×

他のおかみさんとの交流 × × × × ×
その他

渉外

生活
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第３節 大学陸上競技部寮母へのインタビュー調査 
第１項 対象者の背景 

 青山学院大学陸上競技部町田寮寮母の原美穂さんは、2004 年から現在の役割を担ってい

る。町田寮では当初約 20名が在籍していたが、現在では約 40名の学生が共同生活をして

いる。当初は大学陸上競技部の寮に住む予定はなかったが、結果として寮母になったとい

う背景があった。 

 

第２項 青山学院大学陸上競技部 

1）選手の寮生活 

 寮内で選手と接する機会が多いのは、「一番多いのは夕食ですかね。朝食の時は、私が

ほとんど配膳をして 1 年生が運ぶだけなんですけど、夕食は私が配膳できるようにしてお

いて、1 年生が来て配膳して運ぶ流れにしています。朝も夜も割とみんなで集まってくる

ので、その時にちょっと 1 年生同士であれこれ聞いて、そこで突っ込んで行って、みんな

で話をするような形になっています。」と述べていた。そして、「合宿は行かないです。記

録会みたいな試合は必ず見にいくようにしています。(会場に)行って応援して、大体の子

が試合と日常生活が結構密接に結びついていて、「もうちょっと頑張ればいいのに」と思

ってふって諦めてやめるタイプの子もいれば、最初はゆっくりなんだけどそのまま粘っち

ゃう子もいますし、性格とか日常生活で飽きっぽい子はレースの 5000m で走っている中で

3000m までは頑張れるんだけど、そこで終わっちゃって 4000m、5000m で行き入れない子

とか、80%で満足しちゃう子とか全部絞り出しちゃう子とか、頭で考えて最初から果敢に

責めずに後のこと考えて温存しておこうと思って結局追いつけないとか性格があります。

普段の生活を見ていて、最初はレースわからなかったんですが、そういう子たちの性格を

見ながらレースを見るとすごく面白くて。」と述べていた。 

 

2）選手へのサポート 

 新入生が寮での生活に慣れるために、「部屋は上級生と下級生が 2 人部屋で組むように

なっており、1 年生は大体 3 年生か 4 年生ですかね。一応部屋がセットになっていて、お

掃除は一年生の仕事ではなく全員で分担してすることになっています。部屋ごとになって

いて、部屋の上級生が初めて入ってきた 1 年生に「掃除はこういうふうにするんだよ」っ

て教えていきます。それを間違えたら、先輩の責任で先輩も怒られるシステムになってい
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ます。」と述べていた。そして、寮生活に馴染めていない 1 年生のフォローとして、「1 年

生の仕事があって、まず私は上級生と 1 年生をいきなり仲良くさせることは難しいと思っ

ているので、学年同士で固まって、まずは縦ではなく横つながりを最初は固めるのがいい

と思っています。1 年生の仕事があって、夜ご飯と朝ご飯のいただきますの前に配膳をす

るのが 1 年生の仕事なんですけど、その時に 1 年生が台所に集まってくるんですよ。それ

で 1 年生同士で先輩がいない状態で話している間に 1 年生が仲良くなったり、今は LINE

があるから入試の前に LINE を交換して、入る時には仲良くなっている。」と述べていた。 

 選手たちが自主的な寮運営をするために、「あんまり(選手に)関わりすぎない、やってあ

げすぎないとか、そういうのは必要だと思います。(私は)結局こっちがこういうふうにし

た方がいいからこうしましょうって言ってるんですけど、それを放置することで(学生)本

人たちは自分がやっていると思うって言ったらあれですけど、俺たちがこの町田寮を運営

している、自分の意思を持って(運営に関わっていると感じ、行動できるようにしむけ

る)。監督も手取り足取りという感じではなくて、大事な時にポンと言うタイプの人なので

(そのような形をとっています)。 (中略)、（その結果として）そういうような形（選手たち

の自主的な寮運営）にうちの部はなっていますね。なので、そうすると一応レールは引か

れているので、寮則があるので絶対 10 時に帰らないといけないとか大切な部分が決まっ

ている上で好きにさせてもらっているので、自分が自分の生活を自分でやっていると思っ

ています。そうするとやりがいも出てきますし、寮長みたいなものも作ってダメなことが

あれば、ダメな子を怒るよりも寮長経由で怒らせるようにしているんですよ。私が直接そ

の子に言う、目の前でやられたら言うこともありますけど、毎回毎回ここの掃除が汚いと

思っていることがあったら寮長に言ってその下に指示させることで、私が結局指示してい

るんですけど、寮長が指示したような形になっているので。それでチェックしてきれいに

なったねって言うところにもっていくと、自分たちが寮を運営してモチベーションも上が

って、今度私が気づかなかったところまでここも汚いからやっておいてって言ってくれる

ようになってくるんですよ。なので、自分で全部やらないというか、自分たちでやってい

るような気にさせるのが一番重要かなと思います。」と述べていた。 

 

3）監督との仕事分担 

 原美穂さんが担当している生活面での役割として、「私は結局陸上のことが全くわから

ないじゃないですか。例えば監督がこうだとかこんな練習をさせてとか言っても監督にど
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うのこうのは言わないですし、ちょっと聞いたりはします。ちょっとこの頃みんな疲れて

るけどどうなの？とか聞いたりはしますけど、意見とかはわからないしやらないけど、み

んな疲れてるけどとか生活で気になったことを言ってあげたことで、監督が練習のサイク

ルを変えたりとか、「今は疲れてていんだよ」とか、わざと疲れさせているのであればい

いですし。ただそういう状況を普段の練習以外の場所で家庭みたいにとらえているんです

けど、そのところで気づいたことを言ってあげることが競技面でもプラスになると思っ

て。体調とかちょっとこの頃あの子足痛そうだけどどうなのとか、ちょっと元気ないんだ

けどって言ったら故障したんだよねとか。生活に現れます。調子がいい時と悪い時と走れ

ている時と走れていない時と。勉強が嫌いだからテスト中は元気ない子がいるんですよ。

そういう時は走る時も上がってこない。」と述べていた。 

 そして、寮生活を始めた頃と現在の役割の違いとして、「寮は最初は 20 人くらいだった

んです。20 人のうち、元々寮がなかったのでひとり暮らしをしていた子が入ってきたり、

陸上部員の中でも寮に入って強くなりたい気持ちがあってそうしますという子どもが入っ

て来ていました。全員が寮生ではなかったですが、私たちが入った時の 1 年生は強制的に

全員寮生になり、2,3,4 年生はひとり暮らしをしていて集まっていた集団だったので、どっ

ちでもよかったんです。「寮ができたから入ってもいいよ」みたいな感じになり、寮生以

外もいたのが今と違うところはあります。最初は監督も監督したことなかったですし、食

事も自由に取らせていました。一応配達は来ているけど、好きな時間に好きなように食べ

なさいと。(中略) 一緒にご飯を食べさせることを始めて、門限はなかったですが門限作り

ました。(中略) 門限は 10 時なので、昔は門限ギリギリに帰ってきて 5 分遅れて怒られる

とかそういう子がいましたけど、今は 10 時の門限なんですけど、みんな 9 時 30 分に揃っ

ている感じです。時間に遅れるとみんなの前で謝ってコテンパンに言われるんですよ。最

初は監督や私が怒っていたりチェックしないといけなかったんですけど、今は学生がそう

いうふうになってきている感じがあります。その次に始めたのが寮長を作るシステムで

す。普通はキャプテンや副キャプテンくらいしかいないですけど、寮の寮長を作って、そ

の下に学年長(1,2,3,4 年)を作って、フロアが 1-3階あったのでフロア長を作って、いろん

な子にいろんな役割が行き渡るので、何もないより作った方が責任感を持ってやっていく

形になりました。」と述べていた。 
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第４節 相撲部屋と大学陸上競技部の比較 

 表 22 に、文献調査とインタビュー調査で得られた結果を元に、相撲部屋と大学駅伝チ

ームの比較表を示した。おかみさんと大学駅伝チームの寮母をしている原美穂さんは、2

つの点が共通していた。1 つ目は、力士や学生と積極的にコミュニケーションを取ってい

たことであった。コミュニケーションを取ることによって力士や学生が考えていることを

知り、性格などを深く理解するように努めていた。2 つ目は、取り組みや試合を必ず見て

いることであった。おかみさんは、力士の取り組みを欠かさず見ていた。原美穂さんは、

記録会などの試合は欠かさず見にいき、学生の性格とレースを紐付けて考えていた。 

 一方で異なっていたのは、運営方法への言及の有無であった。原さんは、「学生にあま

り関わりすぎないようにしいている。学生が自分たちで寮を運営していると思ってもらえ

るように仕組みを考え、一方的な関わり方はしなくなった」と述べていたが、運営方法に

ついて、詳しく述べたおかみさんはいなかった。 

 

表 22 相撲部屋と大学陸上競技部の比較表 

 相撲部屋 大学陸上競技部(青山学院大学) 

心理的サポート ・日常生活はおかみさんが気をつけて

いる。(元出羽海夫人) 

(高砂夫人) 

・一緒に食事をする。新弟子が入った

時点で五日間ぐらいは一緒に寝起きを

する。(高砂夫人) 

・自分の子どものように面倒を見てい

る。(B部屋) 

・衣食住を全て把握し、指示してい

た。できるだけ力士達とコミュニケー

ションを取る事を心懸け、親方と力士

との間に入り、緩和剤になっていた。

(D部屋) 

・新入生が横つながりを作る機会とし

て食事当番を一緒にさせていた。 

・朝と夜にみんなで集まり、話をしてい

る。 

・部屋は上級生と下級生が 2人部屋で組

むようにしていた。 

・学生の様子から気づいたことを監督

に聞き、情報を共有していた。 
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食事の準備 ・食事を担当した。築地に買い出しに

行きメニューを考え、全部材料をそろ

えてちゃんこ長に渡しました。(時津風

夫人) 

・部屋のちゃんこは手伝わない。(C部

屋) 

・大阪場所でちゃんこ鍋を作って味付

けした。(E部屋) 

・朝食は配膳をしておき、夕食は 1年

生が配膳できるように準備している。 

試合への同行 ・地方場所へは同行していない。(B部

屋) 

・場所中は相撲を必ず見ていた。(D部

屋) 

・合宿には同行しない。 

・記録会などの試合には必ず同行して

いる。 

・選手の性格とレースを紐付けて、試

合を見ている。 

運営面  ・あまり選手に関わりすぎず、やって

あげすぎない。 

・門限を設定した。 

・自分が自分の生活を自分でやってい

るような気にさせている。 

・寮長経由で怒らせるようにしてい

る。 

役割分担 ・毎日掃除する場所を変えてみたらと

提案した。(元東関夫人) 

・力士の相性も含めて各班に振り分け

ていた。(伊勢ヶ濱夫人) 

・部屋がうまく回るように立ち振る舞

っていた。(E部屋) 

・寮長、学年長、フロア長といった役割

を作り、多くの学生が役割を担うような

仕組みを作った。 
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第４章 考察 

 本研究は、相撲部屋における「おかみさん」の役割を明らかにすることを目的とした。

文献調査、インタビュー調査をした結果、相撲部屋における「おかみさん」は 17個の仕

事、11個の役割があった。考察では、部屋の規模による違い、相撲部屋経営におけるおか

みさんの役割を分析し、日本相撲協会がより発展するための取り組みを提案する。 

 

第１節 おかみさんの役割 

 部屋の規模により、おかみさんの役割が変化するということは興味深い結果であった。

これまでの研究（中澤, 2003）が 1 部屋を対象とした研究であったことから、規模や段階

の違いに言及がなかったが、本研究において、規模や段階の異なる対象からの聞き取りを

したことで、相撲部屋といっても規模によって、おかみさんの役割が異なり、設立からの

時期によって、変化していくことを明らかにすることができた。 

 これは、言い換えると部屋の設立からの年数によって変わってくるともいえる。相撲部

屋に新しく入る力士の数は一桁であることがほとんどである。したがって、部屋が大きく

なるまでにはある程度の年数がかかる。もちろん親方の退職により移籍する場合もある

が、それはどちらかというと、稀なケースである。つまり、とても若い新弟子しか部屋に

いないときには、おかみさんの役割は多岐にわたり、またより細かなところまで手出しす

る必要があるが、部屋が大きくなり、関取や運営についても任せられるくらいに成長した

兄弟子がいる部屋ではおかみさんがしていた仕事の一部を兄弟子がするように変わってい

くのであろう。 

 本節では、特に、相撲部屋経営における役割、力士の生活を支える面での役割について

考察する。 

 

第１項 相撲部屋の経営におけるおかみさんの役割 

 相撲部屋の規模にかかわらず、おかみさんの役割として変わらないことは経営があっ

た。経営では、①収入支出の管理ができること、②後援会などの名簿管理の役割が、渉外

は、後援会会員数を維持しさらに増やすという普及の役割、相撲部屋と外部の人たちを繋

ぐ役割があった。 

 トップスポーツのスタッフは経理・会計・財務・税務のナレッジは非常に必要と指摘さ

れる（広瀬, 2008）。しかしながら、相撲部屋の多くは経理や会計などを専門にする職員を
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雇える規模にないところが多い。そのため、この仕事がおかみさんの役割となることが多

くなっているようである。相撲部屋の経営規模は明らかにされていないが、協会からの収

入、後援会からの収入が一定額あり、また支払いも食費、光熱費、移動費など多くの支払

いがある。この収入と支出のやり繰りには一定スキルが必要となるが、おかみさんの独学

に頼っているのが現状である。公益財団法人スポーツヒューマンキャピタル(2018)による

と、アメリカの教育機関は会計、マーケティング、関連法、組織マネジメントなど、ビジ

ネスに必須となる知見を体系的に習得することが基盤となっており、MBA とスポーツマ

ネジメント修士を併学するコースがある。日本においてもこの流れはあるが、一部にとど

まっている。特にこの経営は大学駅伝チームのように、大学運営のもとにある団体とは異

なる点である。特に部屋を立ち上げた直後においては、いわば個人商店や立ち上げたばか

りのベンチャー企業に近い枠組みなのかもしれない。結婚当初は経営など考えもしなかっ

た 多くのおかみさんは独学で乗り越え、今日の発展へとつながっている。したがって、

会計や経理の経験が十分ではない人がおかみさんになる時には、会計に関する学習の機会

を作ることも今後考慮すべきであろう。 

 次に、普及、マーケティングである。ちゃんこなどで後援会の人とかかわりをもった

り、そこに新たに来る人たちを後援会に入ってもらったりするための説明をするなどの部

屋の支援者獲得、部屋の普及拡大につながる役割もおかみさんの重要な役割の一つとなっ

ていた。相撲部屋やそこにいる力士は企業からの資金提供を受けるというよりも、タニマ

チとよばれる個人の支援によって支えられ、発展してきた(浅川, 1997)。したがって後援会

機能を強化することは部屋の発展に直結することであり非常に重要な役割となる。 

 いわば、サッカークラブなどが取り組むサポーター、ファンそして支援企業獲得に通じ

る仕事で、他の競技ではマーケティング部担当や営業担当として専門にする職員がいるく

らい重視されている仕事であり、マーケティング戦略についても多くの取り組みがなされ

ている(福田・吉留, 2015)。これらの手法の良いところ、相撲でも有効そうな内容を取り入

れることは相撲部屋の発展に欠かせないアプローチとなるだろう。ところで、安定した相

撲部屋経営を行うために企業スポンサーを獲得する活動を行う必要があるのではないかと

いう提案もある（萩原, 2020)。もし、相撲部屋においても企業スポンサーを得ていくこと

になれば、スポンサー獲得は親方の仕事であろう。しかし獲得後、様々な調整や広報機会

等のケアにおいてはおかみさんの役割も新たに加わることになると予想される。 
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 また、ファン獲得のツールとして、近年 SNSマーケティング、ソーシャルメディアマー

ケティングが注目されている。相撲においてもインスタグラムや Facebook、Twitter、

YouTube など、ファンと直接やり取りするケースが増えている(COMPASS, 2018)。 

 中澤(2003)が、これから携帯電話との付き合い方も教えなくてはいけない時代になるで

しょうと言っていた時代とは隔世の感がある。相撲界は様々な出来ごとによって、携帯電

話でのやり取りについては、日本相撲協会の研修でも行われている(読売新聞社, 2021)。一

方で、新弟子として入門してくる弟子たちは入門まえまで日常の一部として使っていたツ

ールである。相撲とういうプロの世界に入ってきたからこそ生じる、他者との交流、携帯

電話や SNS 上のコミュニケーションで注意すべきことについては、入門の早い時期から対

応する必要があり、ソーシャルメディアにおける関取としての対応を伝えることもおかみ

さんの大切な仕事となっていくだろう。 

ソーシャルメディアを活用してファン獲得を効果的にする方法についてもすでにいくつ

かの知見がある(檜野, 2021; 中山, 2021)。これらの活用を少しずつ取り入れ、社会における

部屋の認知度を高めていくことも試みることは、部屋の発展にも寄与するだろう。 

 

第２項 力士の生活におけるおかみさんの役割 

 生活における役割として、心理的サポートと生活全般の支援の役割があった。 

 相撲部屋の規模に関わらず、おかみさんは弟子への心理的サポートをしていた。おかみ

さんが自分の子どものように力士たちの面倒を見ており、親方と力士たちをつなげる存在

であった。中澤(2003)においても、弟子の心理的サポートはおかみさんの重要な役割と指

摘されており、今回の研究では同様の結果となった。 

 相撲部屋のおかみさんと似た存在である寮母の原美穂さんも学生とのコミュニケーショ

ンが重要であることに言及していた。また、コミュニケーションがより効果的なものにな

るための方法として、学生同士が横のつながりを生み出す機会を作ったり、自らが感じた

学生の変化について、監督に伝えたり、相談したりすることで選手の心理的サポートの一

部を作り出していた。 

 詳しい言及はなかったが、相撲部屋のおかみさんも原美穂さんと同じようなことをして

いるのだと想定される。しかし対象となる力士が、大学駅伝チームの学生と異なるのは、

相撲部屋の新弟子は入門と同時に社会人生活が始まるため、大学生とは異なるストレス晒

されている可能性があること、また大学生以上に多くのストレスに晒されている可能性が
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あることである。中卒、高卒で社会人生活をスタートさせる人が減っており(西尾, 2017)、

注目されにくい対象であるかもしれないが、将来の相撲界の発展には欠かせない存在であ

り、おかみさんだけでなく、部屋全体で心理的サポートについて考える時期にあるのかも

しれない。 

 次に、力士の生活全般の支援についてである。相撲部屋では関取以下の弟子は相撲部屋

での合同生活が基本で、これは大学駅伝チームとも類似する。相撲部屋や大学陸上競技部

の寮では、時に厳しく、時にやさしく、家族のような付き合い方をしていた。このような

関係性は疑似家族関係ともよばれている。 

 相撲部屋の新弟子は成長、昇進によって若いうちから一定額の収入を得るようになる(北

出, 2020; 寄付行為施行細則給与・手当等支給規則)。弟子にお金の管理について指導する

こともおかみさんの役割となっていた。大学駅伝チームでは語られなかった部分である。

このように社会人として生活するための直接的なスキルを獲得させるという、保護者代わ

りの役割をする場面も多く存在することがおかみさんの役割の特徴の一つと言えるだろ

う。 

 ところで、当然ながら、公益法人として認定されている日本相撲協会の下部にある相撲

部屋の弟子育成を同列に解することが出来ないのは当然であるが、相撲部屋で見られてい

たような疑似家族関係での育成にはいくつかの例がある。その中で、例えば地域の団体や

行政からのサポートがあり、これらのサポートの利用で、擬似家族関係の繋がりは強くな

り、１0代の若年者を受け入れやすい環境を整える取り組みをしている地域があった(西尾, 

2011)。その事例からは地域の団体や行政のサポートがあることを基盤として育成する側

（相撲で言えば相撲部屋や親方）が、新人が経験を積める機会を作り、この経験を重ねる

機会によって自然に伝統技術を修得することを促し、個人（相撲で言えば弟子）のモチベ

ーションの向上にもつながるという好循環がうまれることが推察できた。 

 この研究は同列には比較できないものの、示唆に富む事例である。力士の生活、力士を

育てることは、相撲部屋内だけでなく、その地域との連携の中で進められることとも考え

ることができる。したがって、おかみさんの役割として、強いだけでなく、地域の中で社

会人、関取として地域住民に受け入れられる力士を育てていくこと、そのために必要な社

会、地域のルールを守れる人を育てることがおかみさんの生活面での重要事項といえるだ

ろう。その方法は相撲部屋の発展に応じておかみさん主導から兄弟子指導に変わることも

あるだろう。しかし、社会の一員として受け入れ、一人前にしていくステップに関わって
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いることを認識して、その役割果たしていくことが、若手の弟子の育成、指導に関わる全

ての人に必要となるのだろう。 

 

第２節 おかみさんに向けた研修の提案 

 おかみさんの役割は部屋の規模や設立経緯によってその程度は異なるが、部屋の経営に

は、経営や経理に関する知識、さらにはコンプライアンスや SNS の活用法および使用上の

注意点、現代の若者のメンタルサポートやコーチングのように時代に応じて獲得していか

なければならない知識がある。このような知識の修得は、おかみさんの努力に頼っている

のが現状である。 

 相撲界として欠かせない、持続的な相撲部屋経営という視点で俯瞰すると、日本相撲協

会として、おかみさんが経営や経理など相撲部屋経営に必要な知識を学ぶ機会を創設する

ことの検討も試みることも必要であり、このような取り組みは日本相撲協会の発展にも寄

与すると考える。公益財団法人日本プロサッカーリーグ(2021)はクラブ経営者向けのクラ

ブ経営ガイドを公開しているが、日本相撲協会でも相撲部屋をより発展させるために資料

を作成することは可能であると考える。 

 

第３節 本研究の限界と今後の課題 

 本研究ではおかみさんの役割について一定の見解を得ることが出来たが、これらの役割

は時代の変化にともない変わることも考えられることから、継続的に検討することが必要

であると考える。 
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第５章 結論 

 おかみさんの役割の中心は渉外と経営、そして部屋に所属する力士をサポートする役割

である。この役割は部屋の規模によってその割合が変化していた。おかみさんは相撲部屋に

おいて後援会の拡大に携わり、経営においても重要な役割を担っており、今後の大相撲発展

のために欠かせない存在である。 

 持続的、発展的な相撲部屋経営を目指すならば、相撲部屋経営に必要な知識に関する研

修の機会を設けることなど、協会員ではないが、重要な役割をもつおかみさんへの支援に

ついて検討を始めることが求められるであろう。 
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